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演習は、ゼミナールともいい、教員の指導の下、学生が自分の研究テーマを設定し、発表・
討論を行う授業形式である。構成員は、通常、少人数の学生（10 ～ 20 名程度）とひとりの
教員である。学生は研究の過程において、資料を収集し、意見を集約の上、授業等を通して
研究成果を発表し、議論を展開している。教員は適宜、必要なアドバイスを行い、学生を指
導する。こうした過程を経て、自分の意見を反芻しながら研鑚し、研究成果を論文やレポー
トにまとめることを目的とした授業である。

政治経済学部では、１・２年生が履修する演習形式の授業として、「教養演習」を設けて
いる。各演習は、１・２年生が学問的スキルの基本を学ぶとともに、教養を高めることを目
的として開講されている。

１　演習とは⁉

２　設置科目

◆科目名・・・・教養演習ⅠＡ・教養演習ⅡＡ・教養演習ⅠＢ・教養演習ⅡＢ・
教養演習ⅠＣ・教養演習ⅡＣ

３　科目区分と単位

学年学期 科目名称 学年学期 科目名称

半期型
（２単位）

１年次春 教養演習ⅠＡ １年次秋 教養演習ⅠＢ

２年次春 教養演習ⅡＡ ２年次秋 教養演習ⅡＢ

通年型
（４単位）

１年次春・秋 教養演習ⅠＣ

２年次春・秋 教養演習ⅡＣ

４　履修手続

（１）ガイダンス・選考試験
履修を希望する演習の初回授業に必ず出席すること。初回授業において、ガイダン

スを実施し、一部の演習では、選考試験や事前課題を課す。（開講曜日時限は、３頁を
参照）

（２）履修登録
掲示・ガイダンスで担当教員から履修許可を得た学生は、履修登録期間に履修登録

をすること。
（３）「教養演習ＩＢ」・「教養演習ⅡＢ」選抜時期

「教養演習ⅠＢ」・「教養演習ⅡＢ」は、秋学期開講のため９月の初回授業時に選抜を
行う。



教養演習ⅠＣ・ⅡＣは通年科目（４単位）のため、春学期もしくは秋学期に留学する学生
は履修することができないが、下記の条件を全て満たす場合には、教養演習ⅠＡ・ⅡＡ（春
学期２単位）もしくは教養演習ⅠＢ・ⅡＢ（秋学期２単位）としての履修を認める。

１　春学期初回授業に出席し、担当教員からの履修許可を得る。
２　履修許可を得る際に、春学期もしくは秋学期に留学することを伝え、半期のみの履修

として履修許可を得る。
３　上記１、２の履修許可を得た後、所定用紙に担当教員の署名をもらい、政治経済学部

事務室まで提出する。（所定用紙は、政治経済学部事務室にて配布）

５　留学における取り扱い

２次募集を行う教養演習については、後日 Oh-o! Meiji で通知予定。

６　２次募集について



教養演習担当者一覧表（開講曜日・時限順）

授業科目名 単位
数

開講
期間

対象
学年 曜日 時限 担当者氏名 演習テーマ 頁

教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 2 本間　次彦 『史記』の世界 4
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 2 ヨーク，ジェームズ ゲームの教育的や社会的可能性について 5
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 3 植田　麦 企画・取材・執筆　―記事を書く― 6
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 4 井上　和哉 リスニング強化 7
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 5 中村　幸一 台湾文化研究 8
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 月 5 永川　聡 現代ドイツ政治談議 9
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 1 髙橋　聡 読書会入門 10
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 2 奥山　雅之 産業社会研究入門（産業と地域の分析手法を学ぶ） 11
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 2 ジョージ，ジョニー　Ｅ． Language Mysteries 12

教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 2 虎岩　直子 ｢パブリック・アート」をはじめとする視覚文化から考える
現代社会 13

教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 3 高峰　修 社会科学の調査手法を学ぶ～フィールドワーク・インタ
ビュー・アンケート調査・データ分析 14

教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 3 津田　太郎 Reading about Current Issues in The Japan Times 15
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 3 永江　敦 映画で考え、映画を考える 16
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 3 平山　茂樹 ダンス・身体・映像 17
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 4 石井　千春 日本近現代文学を読む 18
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 4 稲葉　肇 クリティカル・シンキング入門 19
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 4 杉田　弘毅 メディアの仕組みとその役割 20
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 4 森本　陽美 スポーツと法学 21
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 5 後藤　光将 共生社会の実現に寄与するスポーツの在り方 22
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 5 針ヶ谷　雅子 環境を考える 〜ともに生きる社会のつくりかた〜 23
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 水 5 堀越　喜晴 芸術と思想（Arts and Thoughts） 24
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 1 小西　淳文 JICA課題別指針とSDGs（プロジェクトの企画演習） 25
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 1 ブルチャー，ミヒャエル Topics in the History of Political Thought 26
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 2 海野　素央 異文化とリーダーシップ 27
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 2 柴﨑　文一 プレゼンテーションで世界を変える！～TEDの世界～ 28
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 2 陣野　俊史 サッカーをめぐって様々なテーマを語り尽くす 29
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 2 田村　久男 ドイツ ― 文化、生活と歴史 30
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 2 デヴェラ，ローナヴェリア　Ｌ． 国際異文化交流に向けて英語で日本文化を語る 31
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 3 大森　正之 ｢文系の環境問題スペシャリスト養成」講座 32
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 3 冨澤　成實 夏目漱石と村上春樹を読む 33
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 4 羽根　次郎 中国革命を考える 34
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 5 齋藤　雅己 Economic Affairs（経済事情） 35
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 5 武田　紘平 理論と実践を通して自身の身体を知る 36
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 木 5 パスクッチ，ルアン　Ｋ． Holidays in the United States 37
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 1 佐原　徹哉 The Guardianで読む世界の動き 38
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 2 宮崎　イキサン 経済指標のwhat and so what 39
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 3 春日井　淳夫 体力・運動能力・健康度を探る 40
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 3 金子　隆一 人口とライフコースの変化から視る未来社会 41
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 3 野口　健 町づくりを考えてみよう 42
教養演習ⅠＣ・ⅡＣ 4 通年 1・2 金 3 森下　正 ベンチャー・中小企業経営研究 43
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 月 2 仮屋　浩子 コミュニケーションと身体性 44
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 火 1 樋口　収 社会科学スタディーズ入門 45
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 火 1 樋口　収 社会科学スタディーズ入門 46
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 火 2 廣松　悟 『地域』を理解するために 47
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 水 2 牛山　久仁彦 地域社会を考える意義と手法を学ぶ 48
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 水 2 佐久間　寛 人間経済への招待―文化人類学からのアプローチ 49
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 水 2 水戸部　由枝 社会科学スタディーズ入門 50
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 水 3 廣部　泉 ブラメリカ（アメリカ合衆国探訪） 51
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 水 5 武田　和久 グローバル・ヒストリー：近代初期（16-18世紀）を中心に 52
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 木 1 加藤　言人 政治を測る 53
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 木 1 兼子　歩 別の視点からのアメリカ史 54
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 木 1 兼子　歩 ｢私（たち）」を再考するためのアメリカ史 55
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 木 5 山岸　智子 ダイバーシティ（多様性）を考える 56
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 木 5 山岸　智子 イスラーム教徒の世界 57
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 金 2 丸川　哲史 帝国論から中国と中国周辺部を考える 58
教養演習ⅠＡ・ⅡＡ 2 春 1・2 金 5 相原　耕作 社会科学スタディーズ入門 59
教養演習ⅠＢ・ⅡＢ 2 秋 1・2 金 5 相原　耕作 社会科学スタディーズ入門 60

※当該授業の修得単位は、ACE 修了要件に 2 単位を上限に算入することができる。
次頁に、各演習の関連分野・キーワード・開講曜日時限を記載した一覧表を掲載

※

※

※



教養演習担当者一覧表（分野・ゼミのキーワード）

担当教員名

開
講
曜
日
時
限

開
講
時
限

開
講
期
間

分野 ゼミのキーワード

頁
政
治
学
系

経
済
学
系

地
域
行
政
学
系

社
会
学
系

国
際
文
化
系

そ
の
他
政
策
理
論
歴
史
文
化
社
会
言
語
芸
術
健
康

ス
ポ
ー
ツ

科
学
数
学
情
報
国
際
環
境

リ
テ
ラ
シ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

本間　次彦 月 2 通年 ● ● ● ● ● ● 4
ヨーク，ジェームズ 月 2 通年 ● ● ● ● ● ● ● 5
植田　麦 月 3 通年 ● ● ● ● ● 6
井上　和哉 月 4 通年 ● ● ● 7
中村　幸一 月 5 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
永川　聡 月 5 通年 ● ● ● ● 9
髙橋　聡 水 1 通年 ● ● ● ● 10
奥山　雅之 水 2 通年 ● ● ● ● ● ● ● 11
ジョージ，ジョニー　Ｅ． 水 2 通年 ● ● 12
虎岩　直子 水 2 通年 ● ● ● ● 13
高峰　修 水 3 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● 14
津田　太郎 水 3 通年 ● ● ● ● ● ● 15
永江　敦 水 3 通年 ● ● ● ● ● ● 16
平山　茂樹 水 3 通年 ● ● ● ● 17
石井　千春 水 4 通年 ● ● ● ● ● ● 18
稲葉　肇 水 4 通年 ● ● ● ● ● ● 19
杉田　弘毅 水 4 通年 ● ● ● ● ● ● ● 20
森本　陽美 水 4 通年 ● ● ● ● ● ● 21
後藤　光将 水 5 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 22
針ヶ谷　雅子 水 5 通年 ● ● ● ● ● ● 23
堀越　喜晴 水 5 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 24
小西　淳文 木 1 通年 ● ● ● ● ● 25
ブルチャー，ミヒャエル 木 1 通年 ● ● ● ● ● ● ● 26
海野　素央 木 2 通年 ● ● ● ● 27
柴﨑　文一 木 2 通年 ● ● ● ● 28
陣野　俊史 木 2 通年 ● ● ● ● 29
田村　久男 木 2 通年 ● ● ● ● ● ● ● 30
デヴェラ，ローナヴェリア　Ｌ． 木 2 通年 ● ● ● ● ● ● ● 31
大森　正之 木 3 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● 32
冨澤　成實 木 3 通年 ● ● ● ● ● 33
羽根　次郎 木 4 通年 ● ● ● ● ● 34
齋藤　雅己 木 5 通年 ● ● ● ● ● 35
武田　紘平 木 5 通年 ● ● ● ● 36
パスクッチ，ルアン　Ｋ． 木 5 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● 37
佐原　徹哉 金 1 通年 ● ● ● ● ● 38
宮崎　イキサン 金 2 通年 ● ● ● ● ● 39
春日井　淳夫 金 3 通年 ● ● ● ● ● 40
金子　隆一 金 3 通年 ● ● ● ● ● 41
野口　健 金 3 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 42
森下　正 金 3 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● 43
仮屋　浩子 月 2 春 ● ● ● ● ● ● ● 44
樋口　収 火 1 春・秋 ● ● ● 45・46
廣松　悟 火 2 春 ● ● ● ● ● ● 47
牛山　久仁彦 水 2 秋 ● ● ● ● 48
佐久間　寛 水 2 春 ● ● ● ● 49
水戸部　由枝 水 2 春 ● ● ● ● ● ● ● 50
廣部　泉 水 3 春 ● ● ● ● ● ● 51
武田　和久 水 5 秋 ● ● ● ● 52
加藤　言人 木 1 秋 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 53
兼子　歩 木 1 春・秋 ● ● ● ● ● ● 54・55
山岸　智子 木 5 春・秋 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 56・57
丸川　哲史 金 2 秋 ● ● ● ● ● ● ● 58
相原　耕作 金 5 春・秋 ● ● ● ● ● ● ● 59・60



― 4 ―

演習テーマ：『史記』の世界
授業内容・授業到達目標：

紀元前の2世紀から1世紀にかけての中国に生きた一人の歴史家、司馬遷を著者とする『史記』
は、いろいろな意味で初めてづくしの著作として知られます。

まずそれは、中国において初めて著者の名が明示された歴史書として世に登場しました。も
ちろん、中国では、それ以前から多くの歴史書が編纂されていましたが、それらの歴史書はあ
くまで匿名の史官たちによって記述されるものでした。

次にそれは、世界の歴史がはじまって以来の全歴史を記述することを目ざしたものでした。
それ以前の歴史書が、限られた時間と空間の中での歴史記述を前提としていたこととくらべ、
その目標は破格なものでした。そして、そのような目標を実現するために『史記』が創始した
のが、新たな歴史記述の形式でした。王朝史としての「本紀」、王朝の制度史としての「書」、
群雄史としての「世家」、個人史としての「列伝」が、それにあたります。

もう一つつけくわえるなら、世界の空間的な広がりと歴史的な時間の交差するさまを、「年表」
という形式で整理してみせたのも、『史記』の独創でした。
『史記』の登場は、その後の歴史記述に決定的な影響をあたえたという意味で一つの事件とも

いうべきものでした。なにより、それは、この二千年来、数多くの読者を魅了するテキストでした。
その魅力の源泉を探ること、項羽と劉邦の物語にとどまらない『史記』の世界の奥行きを探訪
することを、この演習では目ざしたいと思います。
教科書・使用教材：

随時プリントを配布します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

中国の伝統文化に対し関心をもち、かつ、『史記』についても相応の興味をもっている方であ
れば、どなたでも歓迎します（『史記』の原文を直接読むわけではないので、その点は、ご心配
なく）。

武田泰淳『司馬遷　史記の世界』をできれば一読して（おいて）ください。
毎回の授業には、前回までに配布した資料を再読して臨んでください。

成績評価方法：
授業時発表60％、課題提出40％

　
教員の研究分野…中国前近代思想
募集人員…10名程度
募集方法…�ガイダンスの際に説明します。なお、ガイダンスの際には、志望理由をあらかじ

め200字程度にまとめて持参してください（様式は自由でかまいません）。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

教授　本間　次彦　 月曜2時限（通年）
担当科目：中国語、日本・アジア文化論
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演習テーマ：ゲームの教育的や社会的可能性について
授業内容・授業到達目標：

この講義では、以下のことについて考える。
　・(主の目的）ゲームの教育的可能性について
　・ゲームの種類、世界的客層、影響、文化、歴史などについて
　・ゲームや遊びの定義と社会的影響
　・ゲームと政治経済について
授業外の場で自分の作った作品を紹介したり、イベントを開催したりするという参加型学習

として展開します。しかし、ディジタルゲームを作ることを目指しません。プログラミングの
授業ではありません。学生が（独自に開発した）ゲームやイベントを使って、他の明大生はもち
ろん、一般人や社会全体とつながることを目指します。したがって、PBLのような講義として
考えてください。

例として、学生は以下のようなプロジェクトを行います。
　・和泉キャンパスを舞台にしたゲームを作って、イベントを開催する。
　・SDGsをテーマにしたゲームを開発する。
　・小学生向けのイベント（キャンパスでの宝探し、ボードゲームを知ろう、など）を開催する。

教科書・使用教材：
教科書：なし
使用教材：ワークシート、やオンライン・コンテンツを利用します。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
・�英語に興味あること（教員は日本語や英語で講義をしますが、英語で書いてある教材が多い）。
・�ゲーム歴の高い学生。自分の「ゲームとの付き合い方」についてしっかり考えたことのある

学生。
・�「ゲーム」の種類をスマホゲームやテレビゲームより広く知っておくこと（ボードゲーム、シ

リアスゲーム、拡張現実ゲームなどについて予習すると良い）。
成績評価方法：

作品評価50% 
授業時課題30%
発表内容20%

　
教員の研究分野…ゲーム学習、教育
募集人員…20名
募集方法…�第一回の授業で選抜を行います。
政経教養セミナー投稿　　2022年度　　無
　

専任講師　ヨーク，ジェームズ　 月曜2時限（通年）
担当科目：専門演習、英語、ACE
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演習テーマ：企画・取材・執筆　―記事を書く―
授業内容・授業到達目標：
「記事」というと、新聞記事や雑誌記事を想起しがちです。その考えがまちがっているわけで

はありませんが、同じ新聞・雑誌であっても、ウェブメディア版記事もありますし、そういっ
た媒体を背後にもたないウェブサイトの記事なども多くなりました。

この授業では、多様なメディアを想定した「記事」の執筆を目的とします。
自分が企画した内容について取材し、それを文字のかたちでアウトプットする。この一連の

行為によって、自分の外部にあるものを内面化し、また内部にあるものをより望ましいかたち
で言語化する経験を重ねてください。

そのためには、多くのものに触れ、多くの思考を言語化しなければなりません。より具体的
には、全員が企画立案を行い、取材・調査をし、資料を読み、文章を書き、それを相互で講読し、
討論することを求めます。

つまり、この授業では、一年を通して相当な分量の文章を（電子的にではありますが）書かな
ければなりません。ですから、「楽に単位を取りたい」というひとには向きません。また、文章
を書くだけではなく、お互いの文章をもとにした討論や検討を行うので、他者とコミュニケー
ションをとりたくないひとにも向きません。

ともあれ、この授業では、自分が興味をもっているものについてその魅力をいかにすれば紹
介できるのか、あるいは自分の発見をどうすれば面白く伝えられるのかについて学びます。そ
して、文字による伝達能力の向上をはかります。
教科書・使用教材：

必要に応じて指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

・授業への参加に積極的であること。
・半期あたり総授業回数の1/3以上を遅刻または欠席した場合、単位認定の対象としません。
・本演習は、「基礎的な日本語・文章表現」について学ぶものではありません。

成績評価方法：
発表およびレポート作成…100%

　
教員の研究分野…日本文学・日本語学
募集人員…10名程度
募集方法…�Oh-o! Meijiで期間中に仮登録をしてください。仮登録者が想定人数を上回る場合、

課題を出します。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　植田　麦　 月曜3時限（通年）
担当科目：国語表現、日本文学、専門演習など
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演習テーマ：リスニング強化

授業内容・授業到達目標：
この授業の最重要目標はリスニング力の強化です。「演習」ということなので学生主体で進め

てゆくことになります。具体的に言うと、各学生には毎回必ずリスニング練習の成果を見せて
もらい、その評価は教員だけではなく他の学生もすることになります。この「練習の成果を見
せる」＝発表の時間、「評価を行う」＝議論・批評の時間と考えてもらえばよいでしょう。

なお、評価内容についてであるが、昨年度は単純にどの学生が良くできているかということ
を検討しただけでしたが、本年度は改善点や良かったところなどを具体的に指摘することも求
めます。例えば、英語特有の強弱の波ができていたかどうか、音声変化はできていたかどうか、
といったような点を指摘できるよう評価する側の学生には努めてもらうことになります。なお、
このような注意すべきことに関しては教員のほうから授業時に指導するので、自宅でリスニン
グ練習をするときには気を付けるよう心掛けていただきたいと思います。

各回の進め方は以下のようになります。

前回学習した英文を各学生に実演してもらう
↓

学生及び教員による評価
↓

次回の発表用の英文の聞き取り
（TOEIC形式の問題を使用予定）

↓
注意事項の確認

教科書・使用教材：
問題集を1冊購入してもらいます。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
真剣に英語力の向上を求めている学生ならだれでも歓迎です。
自宅でシャドーイングを徹底的にやってきてもらうことになります。

成績評価方法：
各回の練習発表の成果で判定します。

　
教員の研究分野…英語
募集人員…10名程度
募集方法…�多い場合には相談して決めます
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

兼任講師　井上　和哉　 月曜4時限（通年）
担当科目：英語
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演習テーマ：台湾文化研究
授業内容・授業到達目標：

台湾と聞いて何を考えるだろうか。タピオカミルクティー（珍珠奶茶）、親日的、という感じ
かもしれない。しかし、現実の台湾は複雑極まる社会で、日本とは真逆である。

まず、歴史的に何層も重なる多民族国家であり、言語も、台湾語、客家語、台湾華語、原住民語、
「新移民」の言語（インドネシア語など）と多様である。「中国語」は通じるけれども、台湾華語
（＝「國語」）とは、発音、声調、語彙は、微妙に、というより、かなり違う（そもそも拼音（ロー
マ字表記）は使われない）。MRTの駅名などは、4、5 ヶ国語でアナウンスされている。

総統は日本と違い、国民が投票で選出できる。同性婚もアジア初で合法化されている（最近は
外国人と台湾人のカップルも結婚できる判決が出ている）。日本の殖民統治が50年あったために、
日本文化の影響も受けてはいるが、すべてがガラパゴスの日本とはなにから何までまったく違
う。

こういう、近くて遠い台湾の文化、社会、歴史、宗教、風習をより深く知り、理解すること
がこの演習の目的である。
教科書・使用教材：

新井一二三　『台湾物語ー麗しの島の過去・現在・未来』（筑摩選書）
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

台湾そのものに興味がある諸君の参加を希望します。
成績評価方法：

演習時の発言のクオリティーによる。

　
教員の研究分野…言語学、台湾文化研究、英語史。
募集人員…10人程度。
募集方法…�10人を越えるようであれば、初回の授業で質問などをして、その後決定します。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　中村　幸一　 月曜5時限（通年）
担当科目：英語
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演習テーマ：現代ドイツ政治談議
授業内容・授業到達目標：

この演習では受講生の皆さんが一年を通じてたくさんの本を読み、活発な議論を行う場を提
供したいと思っています。その結果、毎日の読書習慣が自然と身につき、他のゼミ生との自由
な語らいを通じて知性が磨かれ、人間性が育まれることを期待しています。

演習のテーマは「現代ドイツ政治談議」としました。教養演習の上述の目的を達成するため
なら本来お題目は何でも良いのですが、「座談」に花を咲かせるためにこのテーマを選びました。
演習のタイトルに冠した「現代ドイツ」は単なる議論の出発点であり、最初の取っ掛かりに過
ぎません。最後にどこに辿り着くかは、それぞれの受講生の興味関心の赴くところによります。

「現代ドイツ」とはおよそかけ離れた時代や場所に着地することになっても、それが「政治談義」
に触発され、各人が自発的に選び取ったテーマであるならば一向に構いません。研究過程にお
ける「寄り道」や「遠回り」はむしろ大歓迎です。

授業前に友人と交わす何気ない「雑談」のひと時も、授業後に友人と膝を交えて語り合う「歓
談」のひと時も、「演習」の重要な構成要素の一つです。大学に通う意義も、通学の途中で出会
う人や風景も含めて、こうした「余白」の部分にこそあるのではないでしょうか。コロナ騒動
に明け暮れた三年の間にこの事がすっかり忘れ去られ、しかも進んで忘れることが美徳である
ような世界になってしまったので、あえて付言しました。
教科書・使用教材：

以下の文献は教科書ではなく、参考教材の一例です。それぞれの著者がどのようなスタンス
で現代ドイツを見ているかをおさえながら読書する訓練もしていきます。

熊谷徹：『欧州分裂クライシス―ポピュリズム革命はどこへ向かうか』NHK 新書、2020年 
高野弦：『愛国とナチの間―メルケルのドイツはなぜ躓いたのか』朝日新聞出版、2020年
藤田直央：『ナショナリズムを陶冶する―ドイツから日本への問い』朝日新聞出版、2021年
川口マーン恵美：�『左傾化するSDGs先進国ドイツで今、何が起こっているか』ビジネス社、

2022年
三好範英：『ウクライナ・ショック―覚醒したヨーロッパの行方』草思社、2022年

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
・上述の授業内容の趣旨に賛同できる学生の参加を希望します。
・読書、レジュメ作成

成績評価方法：
演習への貢献度50％、授業時の発表内容50％

　
教員の研究分野…ドイツ文学
募集人員…7, 8名
募集方法…�初回授業時の面談によって決定する
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

専任講師　永川　聡　 月曜5時限（通年）
担当科目：ドイツ語、ヨーロッパ文化論、日本事情
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演習テーマ：読書会入門
授業内容・授業到達目標：

この演習では、いま静かなブームとなっている読書会を実践します。第1の目標は、大学／
社会人生活で必要となる学びの基本スキルを身に着けることです。本を読んでも読後に語りあ
う場というのは、ほとんどの人がこれまで経験したことがないでしょう。様々なジャンルの本
を読み、議論するのが授業の基本です。具体的には、私と学生の推薦書から交互に本を選び、
全員が論点を持ち寄って議論します。このほかプレゼン、合評、レヴュー執筆とSNSでの発信
なども試みます。

読書候補 上橋菜穂子『物語ること、生きること』、萱野仁『友だち幻想』、川本隆史
『＜共生＞から考える』、シェイクスピア『ジュリアス・シーザー』、太宰治『斜陽』、
富永京子『みんなの「わがまま」入門』、野矢茂樹『はじめて考えるときのように』、
プラトン『ソクラテスの弁明』

第2の目標は知的コミュニティの形成です。せっかく大学に入学したのですから、遊び友達だ
けでなく、知的交流のできる人間関係もつくって卒業してほしいと願っています。私自身も読
書会を開催しており（@K_quartierlatin）、そのメンバーによる学生向けサークルもあります（@
flat_jimbocho）。これらへの参加も歓迎します。読書会は、神保町の共同書店の一棚店主として
書籍販売もしているので、可能であれば書店での企画を行います（主に土曜）。具体的には、一
日店長、ビブリオバトル、合評会配信、ブックフェスティバル（秋）への参加を考えています。

最終的には、人生を豊かにする「読む」「語る」「書く」力を各人が身に着け、かつ知的な居
場所つくりまでできるのが理想と考えます。

読書会QRコード

教科書・使用教材：
野矢茂樹『新版 論理トレーニング』産業図書を6月以降購入してもらうかもしれません。読

書会の参考（購入の必要はない）として、竹田信弥・田中佳祐『読書会の教室』晶文社、向井和
美『読書会という幸福』岩波書店。年間で15000円程度の書籍代が見込まれます。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

授業時間外の読書時間を確保してください。意欲的な人と遅刻欠席をくり返す人が混在する
と授業が運営できません。楽に単位取得したいだけの人は応募しないでください。

　
教員の研究分野…資本主義経済の原理・歴史
募集人員…10名
募集方法…�初回講義前日までに文書を2点提出。詳細はOh-o Meiji!「授業に関するお知らせ」

で連絡します。1. 推薦書2-3冊紹介（本選びの参考にします）。概要、推薦理由、
印象に残る文章の引用のまとめ（Word A4版で1枚半～ 2枚）。2. 身上書

政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　髙橋　聡　 水曜1時限（通年）
担当科目：経済原論、専門演習
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演習テーマ：産業社会研究入門（産業と地域の分析手法を学ぶ）
授業内容・授業到達目標：
１．授業内容

ニーズの多様化、グローバル化が進展するなかで、産業や地域のあり方も大きく変わろう
としている。この演習は、こうした産業と地域との関わりや、産業や地域にまつわる様々な
問題を考えていく。
・前半（春学期）： 「業界分析」

産業は、その種類（業種）によっても特性が大きく異なる。少し早いかもしれないが、就職
活動にも有効な業界分析手法を理論に基づき習得する。その後、興味のある業種を選び、習
得した手法を用いて分析する。
学生からの発表例：自動車業界、生命保険業界、食品業界、医薬品業界、ファッション業界
など

・後半（秋学期）： 「地域産業分析」
世界、日本、そして東京にも様々な産業がある。まず、こうした地域産業の考察手法を習得
する。その後、興味のある東京およびその周辺部の産業集積（特定の産業が集中していると
ころ）を選び、習得した手法を用いて分析し、その分析結果をプレゼンテーションする。ま
た、その内容を政経教養セミナーに投稿する。
学生からの発表例：神保町の古書店、新木場の木材倉庫、清澄白河のコーヒーショップ、下
北沢の古着店・劇場、丸の内の金融街など

２．到達目標
産業や地域の構造を様々な角度から捉え、産業・地域に関連する教養を高め、将来の就職

先などで的確な市場戦略、競争戦略を立案できる基礎能力を身につける。企業、産業、地域、
経済について幅広い切り口と考え方を備え、この演習が社会で活躍できる人材の第一歩とな
ることを期待する。あわせて、3年生からの専門演習で必要とされるプレゼンテーション能力、
論文作成スキルを身につける。

教科書・使用教材：
教科書は使用しない。配布するレジュメ等によってすすめていく。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
事前に、直前回の授業中に示す「予習すべき事項」あるいは「事前課題」について調べてお

くこと。復習として、同じく授業中に示す「復習課題」を実施すること。また、産業に対する
問題意識や提言力を身につけるため、日頃から新聞の経済・産業関連記事に接してほしい。
成績評価方法：

演習への貢献度50％、中間レポート20％、期末レポート30％

　
教員の研究分野…地域産業論、繊維・ファッション産業、地域産業のグローバル化
募集人員…10 ～ 20名程度
募集方法…�希望者が多い場合には、初回の面談、グループワークまたはエントリーシート等

によって選抜する。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

教授　奥山　雅之　 水曜2時限（通年）
担当科目：地域産業論、専門演習



― 12 ―

演習テーマ：Language Mysteries
授業内容・授業到達目標：

Language is an important tool we all use in our daily lives. We will go on a roundabout tour 
of language concepts through the lens of sociolinguistics, and consider questions such as: What 
is the relationship between culture and language? Do Japanese and English speakers really 
communicate differently? What happens if a child begins life without language? How do first 
language and second language acquisition differ? How does an artificial language differ from a 
natural language? 

We will use various media to explore language. You will have discussions in groups and as 
a class. You will lead the class on linguistic related topics of your choice. You will learn Toki 
Pona.

The primary aims of this course are for you to:
1. Improve your ability to comprehend English texts
2. Think critically about various social issues
3. Discuss and exchange ideas with your peers

教科書・使用教材：
No text. Materials distributed to the class.

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
Bring your motivation!

成績評価方法：
Class Participation 30%; Quizzes 20%; 
Writing 20%, Leading Class Discussion 30%. This class can be taken for 2 ACE credits. 
2単位分については「ACE修了要件」の一部として読み替え可能とする。

　
教員の研究分野…言語学
募集人員…12人まで
募集方法…�初回のガイダンス時に決定
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　無
　

専任講師　ジョージ，ジョニー　Ｅ.　 水曜2時限（通年）
担当科目：英語、ACE、国際文化特殊講義
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演習テーマ：「パブリック・アート」をはじめとする視覚文化から考える現代社会
授業内容・授業到達目標：

“Seeing is Believing.” という諺があるように、目に見えるものがわたしたちのものの考え方に
及ぼす影響は大きい。このゼミでは「パブリック・アート」をはじめとする共同体の中の視覚
的なものを通して、わたしたちの生きる生活空間がどのように創造・操作されているか、とい
うことを考察することを目的とします。
「パブリック・アート」とは一般に、ある特定の意義や目的のために公共空間に設置・演出さ

れる芸術作品であり、あらゆる媒体をもちうる、とされます。実例として、上野公園の『西郷
隆盛の銅像』など、共同体に貢献した人物の銅像や戦争犠牲者追悼の記念碑などがすぐに思い
浮かぶように、「パブリック・アート」は特定の時代や場所、そして公の場所を管理管轄する政
治権力と密接に結びついてきました。共同体支配権力との強い関係は旧ソヴィエトや共産主義
諸国に見られる記念碑などに明確に現れます。政治的に開かれてセンサーシップが緩やかな社
会においても、公の空間に展開される「パブリック・アート」は、それが創造される時代の精
神を色濃く反映させていています。例えばロンドンの中心地トラファルガー広場に一時設置さ
れていた身体的に不自由な女性の銅像は、言うまでもなく従来の「美」の定義に挑戦し、不自
由を持つものへの差別を取り去る準備ができてきた理想的現代社会を象徴するものでした。

このゼミでは、「偉人像」などから近年次第に共同体に置ける意味を変えてきた「パブリック・
アート」という「芸術作品」の一領域にとどまらず、道路標識などのサインや、以下に説明す
るような意味で落書きなども含めて、共同体に積極的・消極的に影響を与えている視覚文化の
具体的な現れを観察・考察していきます。
「落書き」や、共同体に「正式」に認められた「パブリック・アート」に対抗的に出現する「ゲ

リラ・アート」も、「反権力」へのアンチテーゼとしての「アート」としてだけでなく、その存
在が短時間であっても可能である社会を含意するという意味で考察する価値のある表現と言え
るのです。

ゼミ参加者には前期・後期一度ずつ、特定の身近な、あるいは知識として知っている具体的
な視覚文化事象・事物を選んで紹介・発表・分析していただきます。最終的には『政経教養セ
ミナー』に掲載する論文を作成します。
教科書・使用教材：

随時指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

身近な、また、様々なメディアを通してわたしたちが絶えずさらされている「目に見えるもの」
に注意しながら暮らしてみてください。
成績評価方法：

出席20％、プレゼンテーションとディスカッション50％、『政経教養セミナー』への取り組み30％

　
教員の研究分野…英国・アイルランドの文化、視覚文化と社会
募集人員…10 ～ 15名
募集方法…�ガイダンス時に説明します。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　虎岩　直子　 水曜2時限（通年）
担当科目：英語、言語と文化、専門演習
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演習テーマ：�社会科学の調査手法を学ぶ～フィールドワーク・インタビュー・アンケー
ト調査・データ分析

授業内容・授業到達目標：
このゼミでは社会科学分野における主たる調査手法の方法を学び、さらに実際に各手法を経

験し、基本的な知識と方法論を身につけることを目的とします。具体的にはフィールドワーク、
インタビュー、アンケート調査およびデータ分析を実際に行い、それぞれレポートにまとめま
す。時間との関係から各調査手法の習得度は経験レベルに留まりますが、ここでの経験を基礎に、
3･4年生時の各自の学びのテーマに応じて調査手法を選択し、さらに習得度を深めていくための
足がかりにします。

皆さんは大学に入学して高校までとは違うタイプの授業を受けますが、どうしても理論が先
行してしまい、大学における学びをどう活かせるのか、今ひとつ実感できていないのではない
でしょうか。このゼミにおける各調査手法の経験は、各自が社会における問題を発見したり、
その問題解決に大学での学びを結びつけたりする意味ももちます。

スケジュールとしては4 ～ 5月にインタビュー、6 ～ 9月にフィールドワークを行い、10月以
降はアンケート調査ならびにデータ分析に取り組みます。

フィールドやインタビューの対象、分析の視点は各受講生オリジナルなものになります。ま
た実際の作業の大部分は授業時間外に各自で行うことになります。
教科書・使用教材：

各授業にて参考図書を紹介します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

各授業では主にそれぞれの調査手法について説明し、また作業の結果を報告してもらいます。
インタビューの実施、フィールドでの観察等の作業の大部分は授業時間外に各自で行うことに
なりますので、この時間を各自で確保できることが大前提です。
成績評価方法：

インタビュー・フィールドワーク・データ分析のレポート各30点×3
授業への取り組み10％

　
教員の研究分野…スポーツ社会学、ジェンダー論
募集人員…最大12名
募集方法…�エントリーシートと面接による（応募人数によって変更の可能性あり）
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無

教授　高峰　修　 水曜3時限（通年）
担当科目：運動学演習、身体文化論、ジェンダー論Ⅰ、専門演習
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演習テーマ：Reading about Current Issues in The Japan Times
授業内容・授業到達目標：

The Japan Times is one of the oldest and most well-established media organizations in 
Japan. It offers unparalleled coverage of current events in Japan and the world in the English 
language. 

In this course, we will study political and social issues facing Japan and East Asia by 
reading a selection of Japan Times articles. Students will be asked to do close reading and 
reflection on the articles, research background information in the articles, and discuss the 
articles both in terms of their content and their use of the English language. In the fall 
semester, students will take turns selecting their own article, writing an analytical review, and 
doing a presentation. 

The goals of this course include:
・Study and discuss complex social and political issues related to Japan and East Asia.
・Gain experience in reading, writing, and discussion in English. 
・Acquire valuable study and communication skills in social sciences and humanities

教科書・使用教材：
Assigned readings will be announced in the first class.

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
The following types of students are encouraged to attend: 

（1） students with a strong interest in politics and current events
（2） students with a desire to improve their reading, writing, and speaking skills in English
（3） students willing to actively learn and participate in a friendly, respectful environment

成績評価方法：
Class Participation: 40%
Reading Memos: 30%
Reports/Presentations: 30%

　
教員の研究分野…Modern and contemporary Japanese political history
募集人員…Up to fifteen students
募集方法…�If there are more than fifteen who want to attend, attendees will be selected by 

a questionnaire or interviews in the first class.
政経教養セミナー投稿　　無
　

特任講師　津田　太郎　 水曜3時限（通年）
担当科目：日本政治史、政治学特殊講義
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演習テーマ：映画で考え、映画を考える
授業内容・授業到達目標：

映画を見ることは、面白くて楽しいことであるばかりか、いろんな意味でとても勉強にもなる。
人生や歴史、人々の暮らしや喜怒哀楽が、具体的な映像を通じて、直接、見る者に訴えかけてくる。

ただ、映画を見るには、一種の「文法」みたいなものがあって、それを心得て見ると、一層、
作品を深く理解することができる。

初めのうちは、古典的な名作を見ることで、映画の見方と基本的な知識を身に着ける。その
後は、学生個々人が好きな映画作品について発表したり議論をしたりしながら展開していくつ
もりである。

週末や夏合宿では、作品所縁（ゆかり）の場所を散策するのもよいだろう。
年間、最低、100本の映画作品を見ることにしよう。
以下が、最初に見るべき「古典的名作12作」(製作年代順)である。

『荒野の決闘』（1946年・米・J.フォード監督）/『東京物語』（1953年・小津安二郎監督）/『七
人の侍』（1954年・黒澤明監督）/『山椒大夫』（1954年・溝口健二監督）/『ゴジラ』（1954年・
本多猪四郎監督）/『道』（1954年・伊・フェリーニ監督）/『大人は判ってくれない』（1959年・
仏・トリュフォー監督）/『太陽がいっぱい』（1960年・仏・R.クレマン監督）/『用心棒』（1961年・
黒澤明監督）/四谷怪談』（1965年・豊田四郎監督）/『卒業』（1967年・米・M.ニコルズ監督）/『男
はつらいよ』（1969年・山田洋次監督）。
教科書・使用教材：

映像教材については、できるだけ、無料で見られるように手配するが、それ以外は、大学の
ライブラリーやネットレンタルを活用する。

参考文献：『黒澤明が選んだ100本の映画』（文春新書）。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

可能であれば、「国際地域研究基礎論」（水曜・2限）を履修してほしい。
成績評価方法：

授業への参加度（発表など）50％、レポート50％。

　
教員の研究分野…英文学
募集人員…12名
募集方法…�初回の授業で選抜する
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

専任講師　永江　敦　 水曜3時限（通年）
担当科目：英語、ACE、国際地域研究基礎論、専門演習ほか
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演習テーマ：ダンス・身体・映像
授業内容・授業到達目標：

生まれてこのかた踊ったことがない、という人はまずいないでしょう。高校時代は踊ってい
た人も多いようです。大学に入ったのでダンスはもう卒業、と思う人、卒業するのは少し早す
ぎるかもしれません。まだ見たことがないダンスの世界が広がっています。「こんなことができ
るのか！」と驚かされるものから、「これもダンスなの？」といぶかしく思うものまで多様な世
界です。

このゼミの目標は、さまざまなダンスを見て、興味の幅を広げていくことです。とはいえさ
まざまなダンスを見尽くすことはできないので、今年は普通はダンスとは捉えられていない、
一味変わったものを中心に見ていく予定です。

さらにダンサーをゲストに招いて、少し体を動かす予定です。昨年度はatachitachiというデュ
オでも活動する飯森沙百合さん（コンテンポラリーダンス）、西山友貴さん（コンテンポラリーダ
ンス）にワークショップを開いていただきました。
教科書・使用教材：
『「野口体操」ふたたび。』羽鳥操著（世界文化社）1,600円
そのほか様々な映像を用いて、様々なダンスに触れてもらいます。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
全くダンス・バレエを見たことがない、踊ったことがない、という人を歓迎しています。
準備学習として、教科書の内容や、それに登場する人物や用語について調べて、発表しても

らいます。
また参加者全員で、各学期に各1回ずつダンスの公演を見に行く予定です。これに出席できな

い人は、今回のゼミには参加することができません。
また各学期にそれぞれ少なくとも1回、自分でプロのダンスの公演を探して見に行き、さらに

レポートを書いてもらいます。
成績評価方法：

発表内容30%、学期末レポート30%、演習への貢献度40%
また指定されたダンスの公演を見に行くのが、単位修得の条件です。ダンスの公演は週末（金

曜夜、土、日）に開かれることが多いので注意して下さい。

　
教員の研究分野…ヘーゲルなど18, 9世紀のドイツの哲学
募集人員…８名程度
募集方法…�希望者が多いようであれば、自己紹介とこの演習に対して希望することを書いて

もらって、それを参考に履修者を決めます。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

兼任講師　平山　茂樹　 水曜3時限（通年）
担当科目：ドイツ語
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演習テーマ：日本近現代文学を読む
授業内容・授業到達目標：

明治から現代までの短編・中編小説を読む。予定している作家は、夏目漱石、森鷗外、芥川
龍之介、太宰治、内田百閒、三島由紀夫、吉行淳之介、村上春樹など。作品の時代背景、作家
の生涯なども考えながら読んでゆきたい。

授業の進め方は、学生の質問に答えつつ、作品を精読する。
小論の書き方の指導を行う。
秋学期は、発表授業とする。好きな作家、作詞家、映画、音楽などについて紹介してほしい。

教科書・使用教材：
作品集は各自用意すること。手元にある本でかまわない。資料はプリント配布する。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
日本文学を読み込んでいる学生だけでなく、読書によって世界を広げたい学生歓迎。学習す

る作品は、各自よく読んでおくこと。授業中、自分の考えや解釈を述べられるよう注意深く読む。
疑問点をメモして、授業で質問できるようにする。授業で学んだ作品理解を基に、小論を書く。
成績評価方法：

小論と発表70％
授業参加度30％
なお政経教養セミナー投稿者は小論の評価に加算する。

　
教員の研究分野…日本の近代
募集人員…10名前後
募集方法…�簡単なレポート（人数オーバーの場合のみ）
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

兼任講師　石井　千春　 水曜4時限（通年）
担当科目：英語
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演習テーマ：クリティカル・シンキング入門
授業内容・授業到達目標：

この演習では、「クリティカル・シンキング」、つまり与えられた情報をさまざまな角度から
適切にチェックし、吟味していく批判的思考の技術を磨いていきます。

われわれ人間は、ヒトという生物種に備わったメカニズムや、生まれ育った環境による慣習（偏
見や思い込みと言い換えてもいいでしょう）から来る影響のために、しばしば誤った推論をし
てしまいます。クリティカル・シンキングとは、第一に、このようなわれわれの思考の「クセ」
に自覚的になることです。

また、大学では日常的なものとは異質な推論を行います。このような「科学的」とされる推
論法の型に習熟することも、クリティカル・シンキングの重要な課題です。それはマスコミ報
道やインターネット上の情報を吟味する際に大きく役に立ちますし、みなさん自身が論文・書
籍を読んだり書いたりするときも同様でしょう。

実際の演習では、テキストを輪読していくという形を取ります。まず、テキストの説明パー
トの担当者を決めて解説してもらいます。また、練習問題を参加者に割り当てて発表してもら
い、参加者のあいだで類例も含めたディスカッションをします。身の回りで気付いた例を報告
することも期待されます。このような作業を通じて、レジュメの作成や辞事典類の調査といった、
大学における調査研究の基本的なテクニックに触れるとともに、クリティカル・シンキングと
いう技術に習熟することを目指します。
教科書・使用教材：

植原亮『思考力改善ドリル：批判的思考から科学的思考へ』勁草書房、2020年。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

指定された範囲を予習し、自分なりの解答やその根拠の説明を準備すること。また、演習中
に積極的に発言すること。クリティカル・シンキングとはスポーツや楽器の演奏と同様に技術
であり、その習得のためには自分で（失敗を繰り返しながら）手と口を動かすしかありません。
成績評価方法：

毎回の演習での準備状況と貢献度（100%）により評価します。演習中の発表・発言がない場
合には加点しません。
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教員の研究分野…科学史
募集人員…10名程度
募集方法…�希望者多数の場合は初回授業時に抽選を行います。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　稲葉　肇　 水曜4時限（通年）
担当科目：科学史（歴史における科学、社会の中の科学）、専門演習
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演習テーマ：メディアの仕組みとその役割
授業内容・授業到達目標：

日本および海外のメディア組織の概要と、インターネット・AI時代への急速な移行に伴うメ
ディアの課題について学びます。日本の新聞社、テレビ局の歴史と世論形成における影響力に
ついて説明し、また日本の報道機関の取材に関する課題を検討します。悪質なナショナリズム
やポピュリズム、政治の劣化もメディアに部分的に責任があると指摘されていますが、本講義
ではこのような批判の妥当性を検証し、健全な民主主義社会のためにメディアが果たすべき役
割について議論します。また海外に日本を客観的に理解してもらうために、日本から発信する
ニュースについても説明します。最後にジャーナリズムを活性化する方法について議論します。 
授業到達目標： 1 日本のマスメディアについて総合的に理解する。 2 メディアと世論の関係に
ついて知る。 3 インターネット・AI時代における主要報道機関の役割について学ぶ。
教科書・使用教材：

特になし。適宜必要な資料を授業で提示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

授業はできれば英語で行いたいので、英語に自信がある人が参加してください。レポートも
英語での提出となります。日々の大きなニュースについて把握しておいてください。予習より
も復習に力を入れ、授業中に自分で関心を持ったテーマをさらに深く調べてください。授業中
は積極的に発言し自分の意見を述べてください。
成績評価方法：

学期末レポート50％、授業時の発言30％、授業時の課題20％

　
教員の研究分野…メディア論、国際政治、アメリカ研究、中東研究、経済安全保障
募集人員…10名程度
募集方法…�応募者が多い場合は選抜試験をします
政経教養セミナー投稿　　2022年度　　無
　

特任教授　杉田　弘毅　 水曜4時限（通年）
担当科目：メディアと世論、マスコミュニケーション特殊講義
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演習テーマ：スポーツと法学
授業内容・授業到達目標：

スポーツは健康の維持・増進、健全な精神の育成のため社会的に認められた有意義な活動で
ある。しかし、万全の注意を払っても事故の発生する場合もある。このような事故に対して刑
事上は殆ど違法性が阻却され罪には問われない。一方、民事上は損害賠償が問題となるが、実
際には「危険の引受」・「過失相殺」法理などを用いて加害者・被害者双方の行為と責任のバラ
ンスを考えた形で解決を図る。

1984年、国際オリンピック委員会によりスポーツ界独特の法的問題（オリンピック選手や理
事の選考基準、ドーピング問題等）を審理するスポーツ仲裁裁判所（CAS: Court of Arbitration 
for Sport）が設立された。スポーツで起きたトラブルを、スポーツ界の中で解決することを目
的とした一審制の仲裁機関である。国内においては、2003年に日本スポーツ仲裁機構が設立され、
同様の事案に対し莫大な時間・労力・金銭を節約しつつ問題解決が図れるようになった。

昨今、オリンピック招致をめぐる電通や博報堂のスポーツビジネスの腐敗が刑事事件となっ
ている。スポーツ競技会は巨万の富を生み出す故に起こる賄賂や詐欺等の犯罪である。

本ゼミにおいては、国内外の提訴された様々な事案から、訴えの理由や係争点、判決・仲裁
の内容等を検討したい。また、スポーツに関わる犯罪のうち、国家の刑罰権を用いる必要があ
るほどの深刻な犯罪行為についても検討したい。
教科書・使用教材：

道垣内正人・早川吉尚/編著『スポーツ法への招待』2011年
静岡県弁護士会著『裁判例からわかる スポーツ事故の法律実務』2020年等
その他、適宜必要な論文を紹介します。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
スポーツ法学は、近年とくに注目されてはいますが、その範囲は多岐にわたり色々な学問と

関係があります。ですから、独創性と積極性のある学生を求めます。専門的知識よりも好奇心
が必要とされます。日頃からの準備としては、スポーツに関わる紛争に加えて、日常の裁判記
事や社会問題を注意深く見ていく態度を持ちましょう。
成績評価方法：

演習への貢献度50％、発表内容30％、授業時課題20％
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教員の研究分野…法律
募集人員…15~20名
募集方法…�入室希望者が多い場合は、ガイダンス出席者の中から選考
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　無
　

兼任講師　森本　陽美　 水曜4時限（通年）
担当科目：法学
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演習テーマ：共生社会の実現に寄与するスポーツの在り方
授業内容・授業到達目標：

東京2020オリパラ大会は、1年延期となり2021年夏に開催されました。コロナ禍の異例の大
会でしたが、どのようなレガシーが東京、日本、そして世界に遺る、あるいは、遺すことがで
きるでしょうか。現在、札幌市が2030年冬季オリパラ大会を招致しようとしています。本授業
では、オリパラ大会終了後にも遺る「レガシー」について注目します。パラリンピックの理念
に「インクルーシブな社会の創出」があります。確かに障害者が主役のパラリンピックでは、
共生社会の実現に積極的な関与が見られます。一方で歴史的にスポーツは差別的、分断的な性
格を排除できないまま現在に至っている側面もあります。本演習では、共生社会の実現に寄与
する“新たなスポーツ”の在り方を模索します。

毎週の授業では、様々なオリンピックスポーツ、パラスポーツを行います。春学期はグラウ
ンド、秋学期は和泉総合体育館メインホールで行います。適宜、グループでテーマを決めて研
究成果を発表します。

春季休業中（2泊3日）には、スノースポーツ実践のためのゼミ合宿を行います。本授業を受
講することにより、幅広いスポーツ技術の向上、他者とのコミュニケーション能力、社会史の
知識、プレゼンテーション能力などを養うことができます。また、希望者にはオリパラ関連施設、
企業、テレビ局の見学やフィールドワークを実施します。
教科書・使用教材：

後藤光将編（2020）『オリンピック・パラリンピックを学ぶ』岩波書店
高峰修編（2020）『夢と欲望のオリンピック　その多様な姿』成文堂

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
水曜5限の授業だけではなく、ゼミ合宿やフィールドワークなどの授業外での活動にも積極的

に参加することを望みます。受講にあたって、特別な準備学習の必要はありませんが、スポーツ・
オリンピック・パラリンピックに関する時事的な話題の収集に努めてください。また、新型コ
ロナウイルス感染状況の影響によって授業内容が大きく変更になることもあります。
成績評価方法：

授業への取り組み度合い50％、授業時課題30％、発表内容20％
※スノースポーツ合宿への参加は任意

　
教員の研究分野…体育・スポーツ史、スポーツ人類学、オリンピック教育
募集人員…20名程度
募集方法…�希望者多数の場合はスポーツ時事問題に関する筆記試験を実施します。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　後藤　光将　 水曜5時限（通年）
担当科目：運動学演習、スポーツ文化論、専門演習
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演習テーマ：環境を考える 〜ともに生きる社会のつくりかた〜
授業内容・授業到達目標：
「環境」とは、「主体（生物や人間）と関わりあうもの、主体に影響を与えるもの」の総称です。

この授業では、自分を取り巻く環境について、さまざまな視点から考えていきます。
今、気候変動などの環境問題が深刻化していることは周知の事実です。まずは、現状を知り、

自分にはどのような考えがあり、どのような行動をしていくのかを、対話やワークを通して探
求していきます。加えて、植物を活用したクラフトや、キャンプなどの野外活動を通して、自
然環境の素晴らしさや複雑さに触れ、環境に対する総合的な理解を深めます。

また、多様性を大切にした社会（≒環境）も求められています。年齢や性別、障害、貧困など
による格差を解消し、ひとりひとりが自分の力を発揮できる社会こそ、持続可能な発展をとげ
るといわれています。まず「インクルーシブ」や「ユニバーサル」など、関連する概念につい
て学習し、日本やいくつかの国の事例に触れ、自分なりの理想や目標を考えていきます。特に
この授業では、ろう・難聴の人たちとスポーツや野外活動を通して交流し、単に支援する・さ
れるという関係ではなく、互いの違いを理解し、尊重しながら共に生きる感覚を体験します。
そのために、彼らの言語である手話も学びます。希望者は夏休みに、ろう・難聴児を対象にし
た長期キャンプ（静岡県 朝霧高原）にスタッフとして参加できます。

これらの活動から、環境やそれに関わる課題に気づき、関心をもち、必要な知識、技能とともに、
自分なりに取り組む意欲、実行力を身につけることを目標とします。
教科書・使用教材：

必要に応じて資料を配布します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

①�授業内では、ご自身の考えや経験について受講者や教員と対話する機会が多くあります。
受講するにあたり、まず自身を取り巻く「環境」について考えてみましょう。また、より
深く探求するために、書籍やインターネットを活用して、関連する事柄について学びましょ
う。

②�野外や運動施設での身体的な活動を実施することがあります。規則正しい生活や食事・睡
眠などに気を配り、健康を維持し、活力をもって参加してください。

成績評価方法：
授業内の課題への取り組み・積極性50%
授業到達目標の達成度・理解度（授業内レポートおよび期末レポート）30%
授業前後の研究（予習・復習）20%
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教員の研究分野…野外教育、インクルーシブ教育、アイススケート
募集人員…20人
募集方法…�定員を超えた場合、小論文の出来栄えで選抜します。
政経教養セミナー投稿　　2022年度　　無
　

兼任講師　針ヶ谷　雅子　 水曜5時限（通年）
担当科目：運動学演習Ⅰ-1、運動学演習Ⅰ-2
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演習テーマ：芸術と思想（Arts and Thoughts）
授業内容・授業到達目標：

こんなタイトルを付けたからといって、そんなにアカデミックで堅苦しいゼミにするつもり
はありません。

主に人間の情操から生まれる芸術と、理性の産物である思想。これら二つは、時代の空気に
はぐくまれながら互いに影響しあい、また次代の空気を醸成していくものです。このゼミでは、
毎回原則として一人の受講者が、特に興味を持つ芸術の分野（音楽、絵画、文学、映像など）の
中から一つの（場合によっては一軍の）作品を取り上げ、それについて各自の思いを自由に語っ
てもらいます。そしてそれに基づいて、全員で肩の凝らないトークを展開します。

一見とり留めのないような語り合いを積み重ねていく内に、いつしか各自の中に歴史につい
て、人間について、そして自分自身についての新たな知見が芽生えているような、そんなゼミ
になればと願っています。
教科書・使用教材：

特になし
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

芸術に対して深い興味と愛情を持ち、その思いをみんなに熱く語ることができること。他の
人の話を敬意を持って聴き、そこから学ぶ姿勢を持つこと。
成績評価方法：

芸術・思想への愛情の深さ、授業・討論への積極的参加度、想像力の豊かさと好奇心の旺盛さ、
着眼点のおもしろさ、及びゼミ論文のできばえから、総合的に判断し評価する

　
教員の研究分野…言語学、キリスト教文学（特に、C. S.ルイス研究）、障害学
募集人員…10名程度。
募集方法…�第１回目の授業で、上記テーマについて、また本ゼミを受講しようと思った動機

について、２分程度でスピーチを行う。その際、必ず原稿あるいはメモを用意す
ること

政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　有
　

兼任講師　堀越　喜晴　 水曜5時限（通年）
担当科目：英語Ⅱ
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演習テーマ：JICA課題別指針とSDGs（プロジェクトの企画演習）
授業内容・授業到達目標：

日本の政府開発援助を担うJICAが策定している分野ごとの「課題別指針」と国連の開発目標
であるSDGｓを理解し、それぞれの課題を抱える開発途上国の現状を確認したのちに、どのよう
な援助プロジェクトを策定し、実施すればよいか企画書・ワークシート等をグループ（3名程度）
で作成する。

各グループが作成した企画書・ワークシート等をJICA実施プロジェクトでの企画書・ワーク
シート等と比較し、評価することにより、各々の企画力を向上させることが目標。

1回目　JICA課題別指針とSDGsについて
2 ～ 4回目　「貧困削減」SDGs1（ミャンマー）
5 ～ 7回目　「母子保健」SDGs3（セネガル）

8 ～ 10回目　「基礎教育」SDGs4（エチオピア）
11 ～ 13回目　「ジェンダーと開発」SDGs5（カンボジア・南スーダン）
14 ～ 16回目　「水資源」SDGs7（セネガル）
17 ～ 19回目　「都市・地域開発」SDGs11（セネガル）
20 ～ 22回目　「水産」SDGs14（セネガル）
23 ～ 25回目　「平和構築」SDGs16（南スーダン）
26 ～ 28回目　「廃棄物管理」SDGs12（ブータン）
各課題について、概ね3回1セットの演習になります。1回目は当該「課題別指針」とSDGsの

理解、2回目は演習課題の提示と企画書の作成、3回目は各自（各グループ）の発表とその評価に
加え、JICAの企画書をレビューすることを原則とします。
教科書・使用教材：

JICA「課題別指針」（JICAHPから検索「課題別指針」としてアクセス可能）
事業・プロジェクト- JICA　https://www.jica.go.jp/activities/index.html

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
復習として、「国際協力機構ホームページ→研究者の方の欄のJICA図書館ポータルサイト

→JICA報告書・図書・雑誌」にアクセスし、理解を深めてください。関連情報が数多くあります。
JICA図書館ポータルサイト　https://libportal.jica.go.jp/library/public/Index.html

成績評価方法：
JICA課題別指針及びSDGsの理解度（30％）
企画書・ワークシートの評価（70％）
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教員の研究分野…持続可能な開発（成長と環境の調和）

開発経済学（開発経済学の潮流と援助戦略の変遷）
（注）担当教員はJICA役職員として勤務した29年間、開発途上国支援につ
いてその計画策定と実施監理、評価を担ったほか、外務事務官、外交官（特
命全権大使を含む）としての7年間の勤務経験あり。

募集人員…15名程度
募集方法…�抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

特任教授　小西　淳文　 木曜1時限（通年）
担当科目：経済政策特殊講義、地域政策論
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演習テーマ：Topics in the History of Political Thought
授業内容・授業到達目標：

This course will help students develop field-specific English reading and writing skills 
through joint readings of scholarly texts on selected topics in political theory and the history 
of political thought.

Students may also choose to read texts on a topic of their own interest and share their 
findings with other participants through short presentations, with the aim of submitting a 
research paper at the end of the academic year.

Students taking this option who are less assured of their English reading skills will be 
advised to work with texts also available in Japanese translation, making it possible to look 
at the English and Japanese text at the same time, and familiarize oneself with English 
expressions relating to the chosen topic in this fashion.

Topics for joint readings as well as individual study or research may be chosen from the 
whole range of the History of Early Modern and Modern （European or Japanese） Political 
Thought, or contemporary social and political theory. You could, for example, opt to study a 
particular political thinker or social theorist more closely, or engage with a concept or issue 
that has sparked your interest.
教科書・使用教材：

There is no textbook for this class. For individual study or research projects students will 
learn how to work with library resources. Joint readings will be distributed in class.
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

Students are required to prepare joint readings (consulting existing Japanese translations 
as needed) and participate in classroom discussion. Students who opt to pursue an individual 
research project will make in-class presentations on the progress of their research and submit 
a research paper toward the end of the academic year. Students not opting to pursue an 
individual research project will submit smaller reaction papers on joint readings instead.
成績評価方法：

Class Participation: 20%
Research Paper / Reaction Papers: 50%
Additional Assignments (Presentations etc.) : 30%

　
教員の研究分野…�History of Political Thought, History of Political and Social Concepts, 

Modern Japanese History
募集人員…10-12 students.
募集方法…�If the number of applicants is higher, students will be selected for admission 

through preliminary interviews.
政経教養セミナー投稿　　2022年度　　無
　

特任講師　ブルチャー，ミヒャエル　 木曜1時限（通年）
担当科目：日本政治思想史、日本政治文化論、政治学特殊講義
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演習テーマ：異文化とリーダーシップ
授業内容・授業到達目標：

近年、国際化の著しい進展に伴う日本企業の海外進出および外資系企業の日本進出によって、
文化的背景の異なる人々と協働したり、そうした人々を管理する、あるいは、彼らの下で仕事
をする機会が増加している。こうしたビジネス環境の変化に、従来のリーダーシップ論では対
応しきれない事態が生じてきている。21世紀に、グローバルな舞台で管理者を目指す学生諸君
には、今、新しいリーダーシップが求められている。

本ゼミでは、異文化環境におけるリーダーシップを研究テーマとして取り上げ、学生諸君が、
新しいリーダーシップつまり講師が提示している異文化対応型リーダーシップを理解し、その
KSAA（知識・スキル・態度・能力）の基礎を習得することを目的として、事例、小グループご
とのディスカッション、チームプロジェクト、シミュレーション（疑似体験）、プレゼンテーショ
ンを中心に進めていく。年2回、ディベート大会も実施している。その意味では、極めて実践的
な演習である。
教科書・使用教材：

海野素央『オバマ再選の内幕―オバマ陣営を支えた日本人が語る選挙戦略』、海野素央『リス
クと回復力－東京電力福島第一原発事故から学ぶリーダーシップ』、海野素央『トヨタ公聴会か
ら学ぶ異文化コミュニケーション』（いずれも同友館）L.A. サモーバー、R.E.ポーター、N.C. 
ジェイン著 西田司他訳（1993）『異文化間コミュニケーション入門』、W.B.グディカンスト著 
ICC 研究会訳（1993）『異文化に橋を架ける―効果的なコミュニケーション』（いずれも聖文社）
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

モチベーションの高い学生を求む。
成績評価方法：

プレゼンテーション（50％）、試験（30%）、Discussion Question 20%

　
教員の研究分野…�2024年米大統領選挙、2022年米中間選挙、2020年米大統領選挙、バイデン

米大統領とトランプ前大統領のリーダーシップ／コミュニケーションスタイ
ル、2018年米中間選挙、2016年米大統領選挙、オバマ元米大統領のリーダー
シップ／コミュニケーションスタイル、トヨタ公聴会における異文化コミュ
ニケーション、異文化交渉スタイル（日本・米国）、異文化コラボレーション、
異文化ファシリテーション、異文化コーチング、異文化メンタリング

募集人員…12名前後
募集方法…�レポート：テーマ「国際人とは」。1000字程度。横書き。名前、学年、組、番号、

出身地を明記。身上書（ガイダンスで配布）。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　海野　素央　 木曜2時限（通年）
担当科目：異文化理解とコミュニケーション、異文化摩擦とコミュニケーション、

異文化ビジネス概論、実践異文化ビジネス論、専門演習
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演習テーマ：プレゼンテーションで世界を変える！～ TEDの世界～
授業内容・授業到達目標：

プレゼンテーション・スキルは、在学中にも、また社会に出てからも、現代では必須の能力
だと言えます。今や実社会では、その能力が一生を決定すると言ってよいほど重要な資質にさ
えなっています。

このゼミでは、TEDで公開されている世界的なプレゼンテーションの分析と学習を通じて、
各自のプレゼンテーション・スキルの向上をはかるとともに、超一流のプレゼンテーションに
よって表現されている最先端の科学から、芸術や人生の意味に至るまで、その内容についても
理解を深めたいと思います。

TED （Technology, Entertainment, Design） は、毎年一回開催される大規模な世界大会のほか
に、各地でも活発なプレゼンテーションの会が開かれて、その模様をインターネット上に公開
している非営利団体です。

TEDのステージには、ビル・ゲイツやアル・ゴアなどの著名な人物のほか、文化、芸術、科学、
エンターテイメントなど、あらゆる分野から「超一流」のプレゼンターが登場し、10分から20
分のプレゼンテーションを行います。聴衆も、ジャーナリストから学術関係者まで極めて高い
レベルの人々ばかりですので、TEDの会場で聴衆を引き付けることは、至難の業だとも言われ
ています。そのためTEDのプレゼンテーションは、どれも非常に説得力があり、「世界を変える」
ほどのインパクトを持つものさえあります。

TEDで行われるプレゼンテーションは英語ですが、TEDのインターネットサイトでは日本語
の字幕も完備しているので、英語に自信のない人でも問題ありません。また、字幕付きであっ
ても、一年を通じて大量の英語プレゼンテーションを見ることになりますので、副次的にリス
ニング能力の向上にもつながります。

授業では、毎回、各担当者が予めTEDのサイトから選んでおいたプレゼンテーションの内容
を解説することにより、自分自身のプレゼンテーション能力の向上を図ります。

参考URL：http://shibasaki.fine.to/ted/
教科書・使用教材：

使用しません。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

PCがなくても授業の準備は可能ですが、所有していないと何かと不便です。出来るだけ自分
専用のPCを準備するようにしましょう。初回の授業で、ビデオのダウンロード方法、字幕の加
工方法などを解説します。
成績評価方法：

授業時でのプレゼンテーション60%、ディスカッションの貢献度30%、レポート10%
　
教員の研究分野…環境思想・科学技術社会論・応用倫理学
募集人員…10名
募集方法…�Oh-o! Meijiのクラスウェッブ・アンケートコーナーに掲示されている「エントリー

フォーム」に必要事項を入力してください。入力には、クラスウェッブ上で、この
授業を「仮登録」することが必要です。締め切りはガイダンス当日の午後5時です。
新1年生でOh-o! Meijiの利用方法がよく分からない場合は、「志望動機」（300字
程度)と「自己PR」（200字程度)を予め考えておくと、後の入力が容易です。エ
ントリー方法はガイダンスで説明します。

政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　無
　

教授　柴﨑　文一　 木曜2時限（通年）
担当科目：連関地域文化論・哲学概論、哲学史、基礎論理学、応用論理学概論、専門演習
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演習テーマ：サッカーをめぐって様々なテーマを語り尽くす
授業内容・授業到達目標：

昨年の冬のワールドカップは盛り上がりをみせた。始まる前はそれほどの注目を集めていな
かったにもかかわらず、日本代表やモロッコ代表の活躍もあって、さまざまな注目を集めた。
今年度はそのような大きな大会はない。春学期中に女子ワールドカップが開かれるくらいであ
る。女子ワールドカップについては、その国際大会の意義や女子サッカーの歴史など、枠を取っ
て学生諸君と考えたいと思っているが、基本的に春は、個人的な関心を発表する（サッカーに関
わる）ことにします。自分が熱く語ることのできる主題を一つ選び、発表してください。秋学期は、
春学期の成果のうえに、議論すべき問題点を絞って、討論できればいいと考えています。

たぶん秋学期ですが、ゲストスピーカーを予定しています。
教科書・使用教材：

特にありません。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

幅広くサッカーを捉えたいと思います。最近のサッカーをめぐる言説は、技術論が中心です。
戦術をめぐる本や動画サイトは活況を呈していますが、はたしてそれでいいのか、との思いも
あります。観戦や読書など、サッカーに触れる機会は様々にあると思います。特に準備してく
ることはありません。オンラインも想定していますが、その場合は学生一人ひとりの負担はや
や重くなるかもしれません。
成績評価方法：

発表内容（春・秋それぞれ一回ずつ）70％、授業への貢献度30％

　
教員の研究分野…フランス文化論・フランス語圏文化研究
募集人員…25名程度
募集方法…�選抜はしたくないので、25名程度を上限に可能な限り受け入れます。ただ、大き

く超えた場合は、小レポートを提出してもらい選抜の判断をします。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

兼任講師　陣野　俊史　 木曜2時限（通年）
担当科目：フランス語
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演習テーマ：ドイツ ― 文化、生活と歴史
授業内容・授業到達目標：

ドイツは1990年に再統一を果たしてから、政治的にも経済的にもEUヨーロッパ連合を主導
する国の一つである。文化的には、作曲家バッハやベートーベン、哲学者のカント、作家ゲー
テやハイネらを輩出し、明治以来日本でも身近な国の一つであった。このドイツが近代的な国
民国家として統一されたのは比較的遅く19世紀末のことである。しかしそれ以前にはオースト
リアや北イタリアを含み、古代西ローマ帝国の後裔「神聖ローマ帝国」の名の下で千年近くに
もわたってヨーロッパの大国であり続けた。現在のドイツは政治や経済の分野だけでなく環境
先進国、観光立国、スポーツ大国など様々な面を持っている。このゼミでは、文化を中心にで
きるだけ広い視点からドイツという国にアプローチしたい。

春学期はドイツという国をよりよく理解するためにドイツ人の生活や文化、歴史などに関連
した入門書を読み、秋学期は参加者それぞれが自由にテーマを選んで担当発表するという形を
取りたい（発表は各自、春秋合せて2回程度）。また少人数ゼミの特色を活かし各自パワーポイ
ントを使ったプレゼンを中心に、これに関係して資料検索やレジュメの作成、引用の仕方など、
論文執筆の際の基礎的な知識も習得する。
教科書・使用教材：

使用するテキスト（ドイツの生活･文化･歴史関連書籍）はガイダンスでお知らせする。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

ドイツ語の知識は必要としないが、ドイツやドイツ語圏に興味を持った学生の履修を期待す
る。ゼミは学生主体の参加型の授業であり、発表の際にはパワポやレジュメ、配布資料など事
前準備が必要となる。聞き手の側も質問や感想など積極的な関与が望まれる。
成績評価方法：

授業への貢献度（担当発表が主）70％、課題30％程度を目安に総合的に判断する。

　
教員の研究分野…ドイツ文学
募集人員…15名程度
募集方法…�最初のガイダンスで決定する。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・　2022年度　　無
　

教授　田村　久男　 木曜2時限（通年）
担当科目：ドイツ語、国際文化特殊講義、専門演習
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演習テーマ：国際異文化交流に向けて英語で日本文化を語る
授業内容・授業到達目標：

With more and more students studying abroad and engaging in international intercultural exchange, there is a 
need for classes to help them acquire cultural knowledge and awareness and the skills associated with these. It is also 
important to help them simultaneously develop their communication skills so that they effectively communicate in real-
world interactions.

In cross-cultural exchanges I’ve observed, Japanese students are often able to demonstrate their understanding of 
other countries and readily share many details about these cultures that impress their counterparts. However, in the 
middle of these meaningful discussions, I found that there were often sudden gaps of silence that occur, ironically, when 
students are asked about Japanese culture and they were almost always at a loss for answers.

From these observations, I have come to realize that students need to develop knowledge and understanding of their 
own country as part of their English language training in order for them to successfully participate in cross-cultural 
interactions between students from Japan and from other countries. Linguist Robert Lado has also asserted about the 
importance of understanding one's own culture before comparing it with other cultures. From these ideas, the concept 
for this Liberal Arts Seminar was born.

This seminar provides students with the opportunity to confidently talk about Japan in English while deepening 
their knowledge of Japanese culture useful for study abroad and international exchange. The course aims to help 
students delve into and talk about their own values based on their experiences and thoughts as Japanese, and aim to 
broaden their worldview with themes often covered in student exchanges. Topics covered in class include customs and 
traditions, popular culture, and student life.

Students will receive guidance on how to share their views on Japanese culture, ask and answer questions, and lead 
conversations in English. Through discussions, they will learn to see different perspectives exchanging ideas with other 
students and the instructor, to explain the concept of “Japan” and its lifestyle in English, and to compare and contrast 
Japan with other countries. In this way, students will not only improve their English and critical thinking skills but 
acquire cultural sensitivity and literacy.

海外留学や国際交流に取り組む学生が増える中で、文化的知識や文化間意識の取得、それらに伴うスキルを身につける
ための授業が必要になってきています。また、実社会で効果的なコミュニケーションが取れる「話す」能力のある学生の
育成も不可欠です。

私がこれまで見てきた異文化交流では日本の学生が他国を理解し、その文化について多くのことを話し、相手を感心さ
せることがよくありました。しかし、そのような有意義な議論の最中に皮肉なことに、日本の文化について質問され、答
えに窮するような沈黙が突然訪れることもよくありました。

こうしたことから、学生は外国人との異文化交流にうまく参加するためには英語教育の一環として自国についての知識
と理解を深める必要があると実感しています。言語学者ロバート・ラドも、異文化比較をする前に自国文化を理解するこ
とが重要であると主張しています。このような考えから本講座のコンセプトが生まれました。

本演習では留学や国際交流に役立つ日本文化の知識を深めながら、英語で自信を持って日本について語る機会を提供し
ます。受講生が日本人としての経験や考えから自己の価値観を掘り下げ、語ることができるようになり、学生交流で取り
上げられることの多いテーマを通じて世界観を広げることを目指します。授業では習慣や伝統、大衆文化、学生生活等の
トピックを取り上げます。

また、授業では英語で日本文化に対する見解の共有、質問・回答、ディスカッションの進め方の指導を行います。発表
や意見交換や他の学生、担当講師とお話を通じて、異なる視点を持つこと、「日本」という概念やライフスタイルを説明す
ること、日本と他国を比較対照することも学びます。このようにして英語力や批判的思考力を高めるだけでなく、文化的
な感性とリテラシーも身につけます。
教科書・使用教材：

教科書は特に使用しません。資料は必要に応じて授業時にプリント配布します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

本演習は真剣に留学を目指す学生や、国際文化交流に興味のある学生に最適な内容となっています。授業は基本的に英
語で行います。なお、必要に応じて日本語での指導も行います。

受講生はディスカッションや学習活動に関与できるよう十分に予習をした上で、定期的に授業に出席することが求めら
れます。また授業中に議論を深めるため質問することを奨励します。前向きな受講姿勢と熱意があり、授業で何を学び、
何を達成したいのかを明確にする自律した学習者となることが望まれます。また、授業内外の課題等の事前準備や宿題に
取り組み、与えられた時間内にすべての課題の完遂を期待します。

教室内でのアクティビティは主に学生が自らの考えを表現したり、他の学生や担当講師と意見交換したりすることとな
るため、協力的な態度で積極的に授業に参加してほしいです。
成績評価方法：

授業への積極的な参加姿勢（50%）
発表やディスカッションへの取り組み（30%）
授業時の課題や宿題の達成度（20%）
※当該授業の修得単位は、ACE修了要件の上限に2単位まで参入することができます。

　教員の研究分野…外国語教育、日本語教育、教授法
募集人員…10名程度
募集方法…�本演習では使用言語として英語を用いますので、TOEIC550点以上、かつ、講義内容を理解し、英語で

の発表やディスカッションができることが最低条件です。初回授業でガイダンスを行い、自己紹介と簡単な
課題をしてもらいます。受講の可否は英語及び日本語での面接により決定します。

政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

特任講師　デヴェラ，ローナヴェリア Ｌ.　 木曜2時限（通年）
担当科目：ACE、留学準備講座、留学基礎講座
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演習テーマ：「文系の環境問題スペシャリスト養成」講座
授業内容：

環境エコノミスト、環境ジャーナリスト、環境コンサルタント、環境行政官、環境政治家など、
環境問題の解決を目指すスペシャリストになるために必要と思われる基本的な文献や映像など
を批判的に読み解くための知的なトレーニングの場を提供したい。

受講者には、環境問題に関連する初歩的な文献や映像などを年間5作品程度読み込み、レポー
ト（書評や映評）を3本程度書き、パワーポイントを用いて発表し、提出してもらいます。

演習指導教員は、文献や映像を案内し、発表についての受講者相互の議論を活性化し、レポー
トを添削します。可能なら、秋学期はグループ研究を行います。

テキストは、以下のカテゴリーから受講者が自由に選択することになりますが、ここに挙げ
ていない文献や映像なども追加で案内します。

１．環境問題の歴史を学ぶ（日本編）：石牟礼道子『苦海浄土』他
２．環境問題の歴史を学ぶ（海外編）：レイチェル・カーソン『沈黙の春』他
３．環境経済学を学ぶ：植田和弘『環境経済学への招待』他
４．環境政治学を学ぶ：松下和夫『環境政治入門』他
５．�映画で学ぶ環境問題：『エレン・ブロコビッチ』（テーマ：土壌汚染）／『シビルアクション』

（テーマ：公害訴訟）他
６．�環境技術展の見学：「エコプロダクツ展」・「省エネルギー展」／自然エネルギー施設見学

なお、専門演習（３. ４年ゼミ）で行っている養蜂プロジェクト（千代田区の蜜源植物の調
査）に参加できます。

授業到達目標：
適切にレポートが書け、研究発表ができる能力を身につけること。共同論文の作成。

教科書・使用教材：
教科書はなし。参考文献多数。

受講希望者に対する希望：
環境問題への高い関心と出席する意欲。

準備学習の内容：
指定された文献・資料を読んでおくこと。

成績評価方法：
授業への出席と積極性（50％）、レポート内容（50％）

　
教員の研究分野…環境経済学・環境政策学・釣りと流域環境保全・養蜂と環境
募集人員…10名程度
募集方法…�「環境問題への関心の深さを問う」面接（初回の授業時）
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

教授　大森　正之　 木曜3時限（通年）
担当科目：環境経済学、経済学特殊講義、専門演習
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演習テーマ：夏目漱石と村上春樹を読む
授業内容・授業到達目標：

近代と現代をそれぞれ代表する人気作家・夏目漱石と村上春樹の作品を読解する。
高浜虚子に誘われて英文学者・夏目金之助が気楽な気持ちで「吾輩は猫である」を書いたの

は、いまから100年以上前のことである。これは作家・漱石誕生の契機となる意味深い出来事だ
が、その後朝日新聞社専属の職業作家になった漱石は、「明暗」執筆中の大正5年に病死するま
でのわずか十数年の間に、「坊っちゃん」や「三四郎」、「それから」といった、こんにち名作の
名で呼ばれる小説をつぎつぎと発表した。これらの作品のなかで漱石は親子や兄弟、夫婦といっ
た人と人との関係を繰り返し描いたが、それは現代の私たちが人と結ぶ関係やそこに胚胎され
る問題となお、深く連接しているといってよい。

1979年の群像新人文学賞受賞作『風の歌を聴け』でデビューした村上春樹は、これまでに多
くの読者を獲得してきた。彼の小説のなかの断片的な物事やさりげなく写しとられただけに見
える場面は、注意してみると、実は作品のテーマそのものに深く結び付く重要な鍵である場合
が少なくない。こうした彼の小説はどのようにすれば、より深く読むことができるだろうか。
このゼミではこれらの小説を分析的に読むことにより、夏目漱石と村上春樹の作品世界の再構
築を試みたい。

ゼミ員は各自、担当した箇所についての研究成果をレジュメにまとめたうえで口頭発表し、
全員で討論をしながら相互に理解を深める。つぎのような小説を研究対象とする。

夏目漱石：『坊っちゃん』明39　『三四郎』明41　『それから』明42　『こころ』大3（すべて新
潮文庫）

村上春樹：『風の歌を聴け』1979（講談社文庫）　『蛍・納屋を焼く・その他の短編』（全5編）1984（新
潮文庫）　『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』（上・下）1985（新潮文庫）　『ノルウェ
イの森』（上・下）1987（講談社文庫）

以上の小説を通読すること、口頭発表・質問・討論についての基本的な技術を身につけるこ
とを到達目標とする。
教科書・使用教材：

上記の計10冊
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

積極的に発言できる学生を歓迎する。また他のゼミ員に迷惑をかけないように、とくに発表
者と司会者は無断欠席などをしないように心がけてほしい。ディスカッションの準備として、
事前に当該作品を通読しておく必要がある。
成績評価方法：

発表内容60％、演習への貢献度40％
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教員の研究分野…近代日本の文学・文化
募集人員…10名程度
募集方法…�初回の授業時に決定
政経教養セミナー投稿　　2021年度　無・2022年度　無
　

教授　冨澤　成實　 木曜3時限（通年）
担当科目：国語表現、日本文学、専門演習（卒論・原典研究）
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演習テーマ：中国革命を考える
授業内容・授業到達目標：

中国は、党（中国共産党）が国家を指導する国です。党と国家との関係は、日本とはまるで違
います。それを理解することなく、日本の「常識」を流用して中国を批判していても、外野席
の酔っぱらいが遠く離れたバッターにヤジを飛ばしているようなものです。

また、中国はマルクス・レーニン主義を今でも掲げている国です。その一方で、日本からは「資
本主義」に見えるような要素を国内に残すことを今でも認めている国です。ヤジがお好きな外
野席からは両者は矛盾しているように見えるようですが、中国の歴史に理解を深めれば、そん
な簡単なことではないと分かってきます。

ひと昔前と違って、今の日本の大学生にはマルクス主義や革命について思索する場はなかな
かありません。ただ、これだけ影響力のある中国を理解するうえでは、そうした思索は避けて
通れないことです。この教養演習でも、中国を理解するための入口として、マルクス主義やレー
ニン主義、そして革命について基本的な文献を輪読しながら学生と一緒に考えていこうと思い
ます。

なお、今年度は学生が順に、担当範囲の報告を口頭で毎回行っていく「輪読」の形式を採り
ます。「輪読」はパワーポイントの使用を禁じ、自分で作った要約と問題提起をA3の紙（レジュ
メ）にまとめ、それを皆に配布して報告を行うこととします。
教科書・使用教材：

開講時に指示しますが、おそらくはマルクスやレーニン、毛沢東の代表的な文章（日本語）を
読むか、あるいはそうした文章の解説書を読むことになると思います。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

・�毎回の出席を前提とするので、体育会学生（あるいはその他サークル活動で忙しい学生）に
ついては、部（サークル）の活動であっても欠席が一度や二度ですまない学生の履修は原則
的に認めません。

・�特殊事情がある学生は事前に相談してください。
・�ゼミで大切なのは、教員と学生との距離の近さから生まれる何気ない会話や余談から互いに

学びあうことです。そのため、学期中に時々食事の場を設けたりするので、そうしたことに
協力的な学生を歓迎します。必要に応じてゼミ合宿を行うことも検討します。

成績評価方法：
授業への貢献度100％
・発表の当番でない週でも、読むべき範囲を読んでこない学生には単位を認定しません。

　
教員の研究分野…東アジア近現代史
募集人員…3 ～ 8人を希望します。
募集方法…�初回の授業に必ず来てください。応募者多数になることはあまり想定しておりま

せん。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　羽根　次郎　 木曜4時限（通年）
担当科目：中国語、日本・アジア文化論、専門演習
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演習テーマ：Economic Affairs（経済事情）
授業内容・授業到達目標：

この演習は、経済（経済学）入門として位置づけられ、今日の経済社会において、私達が責任
ある市民として生活し、それぞれの分野で自分の役割を果たしていくために必要な経済の知識
を身につけるとともに、現実にどのような問題が起こっているのか理解していくことを目的と
しています。

この演習においては、日常的に関心を持って経済ニュースを集め、毎週、現実経済の中から
自分が特に重要だと考える経済時事問題を取り挙げて発表してもらい、少人数のグループに分
かれてディスカッションしていきます。また、春学期と秋学期の後半には、より深く掘り下げ
てみたいテーマを選んで共同研究を行い、その成果を発表します。（※ゼミ生の希望に応じて内
容変更の可能性あり。過去には、ディベートや「経済実験」を行いました。）

最終的には、受講生全員が、代表的な経済情報紙である「日本経済新聞」を読みこなし、そ
れらの情報を批判的に検討し、自らの考えを展開できるようになることを目標としています。
また、経済（経済学）の楽しさ、面白さを実感しながら、大学で学ぶために必要な基本的スキル
を磨くことも目標の一つとして考えています。
教科書・使用教材：
（教科書）�『ネットニュースではわからない本当の日本経済入門』伊藤元重【著】、東洋経済新

報社（2021年）
（使用教材）日本経済新聞〔電子版〕
※その他、必要に応じて経済入門書や参考文献を提示いたします。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
受講生には、毎日「日本経済新聞」を読んで経済情報を集め、現実経済の動きを追いかけて

もらいます。また、毎週、その中から自分がとくに重要だと考える経済時事問題を取り挙げて、
その問題についての自分の意見（自分はどのように考えたのか）を準備する必要があります。そ
のため、演習では、様々な問題に関心を持って何事にも積極的に取り組む姿勢が求められます。
このゼミで何を得られるかは、皆さんの努力にかかっているといえます。

※�本演習は入門的内容であることから履修前提科目等はありません。どの学科の学生でも履
修できます。

成績評価方法：
演習への貢献度50％、演習課題（授業時発表を含む）30％、目標到達度評価20％
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教員の研究分野…�グローバル経済の分析と経済政策、経済成長理論と経済成長政策に関する

研究
募集人員…15 ～ 20名程度
募集方法…�初回ガイダンス時に配布する身上書の提出による書類選考
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　齋藤　雅己　 木曜5時限（通年）
担当科目：数量経済分析、経済政策、経済政策原理
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演習テーマ：理論と実践を通して自身の身体を知る

授業内容・授業到達目標：
健康の維持・増進や体力向上のためには、正しい知識を身に着け、日々継続して運動を行う

が必要があります。しかしながら、20歳代の運動実施率は男性で約25%、女性で20%未満と高
いとは言えません。また、運動が健康に良いことは誰でも知っていますが、運動を行うと身体
ではどのような適応が起きるのか、どのような運動をどのように行うのが効果的か十分に理解
されていません。

本授業では、スポーツ科学的観点（運動生理学、スポーツ医学、運動栄養学、トレーニング学
等）から運動・トレーニングを理解し、自分の嗜好や目的にあった運動処方を確立する授業です。
春学期はBig3を中心とするレジスタンストレーニング（筋トレ）の正しい方法について理解・実
践することで身体の適応についてみなさん自身で実感してもらいます。秋学期は持久性トレー
ニングが中心となり、最大酸素摂取量や自身の筋線維割合の推定などを行います。理論ではス
ポーツ科学に関する書籍や論文（日本語、英語）の輪読会を行い、最新の知見を理解すると共に
自身の生活・トレーニングに取り入れることを目指します。一年を通して皆さんの身体につい
て学び、将来的に自分で考え運動を実践できることが目標になっています。
教科書・使用教材：

筋肉の科学（ベースボールマガジン社）…全員に購入してもらいます
また、追加資料を指示・配布することがあります。

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
普段から積極的に運動・トレーニングを行うことを推奨します。この授業では強度の高い筋

トレやランニング等激しい運動を行いますので注意してください。受講にあたって、特別な準
備学習の必要はありませんが、スポーツ科学に関する専門用語や英語文献を取り扱うことを理
解した上で受講してください。トレーニングウェア、運動靴（体育館用、屋外用）は各自で準備
してください。
成績評価方法：

授業への取り組み度合い40％、授業内での発表30％、レポート・提出物30%

　
教員の研究分野…運動生理学、分子生物学
募集人員…15名程度
募集方法…�希望者多数の場合はスポーツ科学に関するレポート課題を課します。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　武田　紘平　 木曜5時限（通年）
担当科目：運動学演習、健康・運動科学
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演習テーマ：Holidays in the United States
授業内容：

Holidays can tell us a lot about a society. In this course, we will explore US holidays and 
examine their varying origins, purpose, and customs. We will try some holiday practices, such 
as viewing films, tasting foods, and making decorations. Finally, we will look at the discourse 
surrounding some major holidays and think critically about what it means to highlight or 
celebrate an event or a person, and why some people want to change traditions. In addition, 
we will learn about labor law in the US relating to holidays.

The course will follow the holiday calendar so that we may more easily have an authentic 
holiday experience.
授業到達目標：

The primary aims of the course are:
　1. Learn the major (and some minor) holidays in the US
　2. Practice and reflect on holiday-related customs
　3. Research the discourse surrounding some holidays

教科書・使用教材：
No textbook is required. Short academic and journalistic reading passages will be assigned 

for each holiday.
成績評価方法：

Class participation 30%
Quizzes 20%
Reflection papers 20%
Projects / presentations 30%
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教員の研究分野…Linguistics, Sociolinguistics, CALL
募集人員…14 students
募集方法…�Attend the first class. If the number of applicants is higher, they will be selected 

in the first class.
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　No・2022年度　　No
　

特任講師　パスクッチ，ルアン K.　 木曜5時限（通年）
担当科目：ACE
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演習テーマ：The Guardianで読む世界の動き
授業内容：

The Guardianは1821年に創刊された英国の伝統ある日刊紙で、リベラルな論調で知られてい
ます。英国だけでなく世界各地の報道も充実しており、国際情勢を知る上でも重要な情報源で
す。この授業では、The Guardianの論説記事を読みながら、その内容を議論し、理解力と発信
力を磨くことを目指します。主に扱うテーマは、世界の多極化、地域紛争、テロリズム、移民・
難民問題などです。英語力の向上を考えている学生、国際情勢、特に中東問題やユーラシア統
合に関心のある学生を歓迎します。
授業到達目標 :

英文の記事を読みこなし、国際問題に対して自分の意見を的確に表現できるようになること。
教科書・使用教材：

The Guardian 等の英字紙の記事、授業時に配布する
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

事前に配布された資料を読んでおくこと
成績評価方法：

授業への貢献度（50%）授業時課題（50%）

　
教員の研究分野…東欧近現代史、中東近現代史、紛争研究、難民研究
募集人員…10名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　佐原　徹哉　 金曜1時限（通年）
担当科目：歴史学、連環地域文化論、ヨーロッパ地域論、専門演習
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演習テーマ：経済指標のwhat and so what
授業内容：

貿易収支、消費支出、物価指数、企業収益、株価指数・・・世の中には数えきれないほどの
経済指標が溢れています。それぞれの経済指標がどのような物であるかは、Google先生が一発
で教えてくれますし、政府統計もインターネット上で簡単に入手できる物が増えてきました。
しかし、足元でとある経済指標がこのように動きましたと言われて、「へぇーそうなんだ」で終
わるのと、「それってつまりどういうこと？」「どうしてそうなったの？」と考えるのとでは、
大きく違うことは言うまでもありません。

当該演習では春学期に経済指標の「それってつまりどういうこと？」にフォーカスし、経済
指標がどのような物であるかだけではなく、その動きが何を意味・示唆しているのかについて
学びます。秋学期は「どうしてそうなったの？」に注目し、経済指標の動きの背後にある原因
を探るための分析手法について学習します。
授業到達目標

通年での演習を通じ、身の回りに溢れている経済指標に関する初歩的な理解だけではなく、
それが示唆することや、その背後にある「何故？」を分析するのに必要な初歩的な手法に関す
る理解を身に付けることを目指します。これは同時に、その先として、実際に指標が示唆する
ことについて考えあるいは議論し、自ら手を動かして分析することを期待するものでもありま
す。
教科書・使用教材：

春学期：�コンスタブル、サイモン、ロバート・E・ライト著、上野泰也（監訳）・高橋璃子（翻訳）
（2012）『ウォールストリート・ジャーナル式 経済指標 読み方のルール』かんき出版

秋学期：松浦寿幸著（2012）『独習！ビジネス統計』東京図書
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

春学期は上記の教材を履修者で分担し、事前に読み込んだ上で内容をスライド資料としてま
とめ、演習時間内で発表してもらいます。秋学期は春学期同様の発表に加え、演習時間内で実
際にExcelの操作を行います。そのため、事前の教材の精読と資料作成、最低限度のExcelの操
作スキルが欠かせない。
成績評価方法：

講義への貢献：30%、発表内容：50%、他の学生の発表に対するコメントや発言、それの基づ
く議論など：20%の比重で、明治大学の評価・評点基準に沿って成績評価を行う。

　
教員の研究分野…国際経済学、国際貿易
募集人員…10~15名程度
募集方法…�多数の応募があった場合は簡単な面談による選抜を行う
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　宮崎　イキサン　 金曜2時限（通年）
担当科目：国際経済学、経済政策、専門演習
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演習テーマ：体力・運動能力・健康度を探る
授業内容：

本演習の目的は、様々な運動・スポーツの実践、日常ではあまり触れることのできない機器
を使用した体力測定の実施などを通して、自身の体力、運動能力、健康度について客観的に評
価できる能力を養うことである。

春学期は、「和泉総合体育館・サブホール」において、いろいろな運動・スポーツを実践し、
それを通して自身の体力についての現状を認識すること、およびゼミ員相互の親睦を深めるこ
とを主たる目的とする。秋学期は「和泉総合体育館・フィットネスルーム」で、自分の「体力」
を測定、評価し、その評価から自分に対するトレーニング処方が作成（目標決定、それを達成さ
せるためのトレーニング方法の選択）できる能力を養うことを主たる目的とする。

春季休暇中（３月上旬を予定）は、ゼミ合宿（スノースポーツ合宿）を実施し、ゼミのまとめ
を行う。
到達目標：

受講生は、様々な運動・スポーツの実践を通して、自身の体力、運動能力、健康度について
客観的に評価できるようになる。また運動・スポーツを通して、ゼミ員が積極的にコミュニケー
ションを取り合い、日常生活にも活用することができるようになる。
教科書・使用教材：

特になし。
受講希望者に対する希望：

本演習の受講を希望する者は、単に「運動・スポーツ好き」に止まらず、自分の身体や体力、
運動能力について興味があることを大前提とする。また、授業は休まず、他人任せにせず、自
主的・積極的に行動できる学生の入室を希望する。
準備学習の内容：

毎回、体育館内で運動・スポーツを実施するため、運動に適した服装（ジャージ等）・靴（体
育館シューズ）、シューズケース（外靴収納用）など、最低限必要な準備を怠らないこと。また、
自己の健康管理を行い、授業参加に支障がないよう努めること。
成績評価方法：

一般学生	 ：① 演習への貢献度（70％）
② ゼミ合宿参加状況（30％）

スポーツ推薦入学者	：① 課題への取り組み・提出状況（50％）
② 約束事項遵守状況（50%）

　
教員の研究分野…運動生理学、運動生化学、体力学
募集人員…�①４月初回の授業欠席者は、一般学生・スポーツ推薦入学者共に履修を許可しない。

②一般学生は、１年生：10 〜 15名、２年生：10 〜 15名、合計20 〜 30名の予定。
③�スポーツ推薦入学者は、一般学生と別枠で受け入れる予定。但し、覇気がなく

目的意識のない者、約束事項を守れない者には単位を認定しない。
募集方法…�４月初回授業で「ゼミ実施要項」を配付し、入室希望の一般学生には「入室希望調書」

を記入・提出してもらう。正式な受講予定者は「入室希望調書」の内容を精査し
て決定し、発表する。発表の方法は、初回授業時に連絡する。

政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　春日井　淳夫　 金曜3時限（通年）
担当科目：運動学演習Ⅰ、健康・運動科学Ⅰ



― 40 ― ― 41 ―― 41 ―

演習テーマ：人口とライフコースの変化から視る未来社会
授業内容・授業到達目標：

現在日本は世界に先駆けて人口減少、少子高齢化がもたらす経済社会の歴史的転換に直面し
ています。地方ではすでに多くの自治体やコミュニティーの存続が危ぶまれており、その先に
は日本社会全体の持続可能性も問われています。実際、人口変化の社会経済に与える影響は根
深く、たとえば有権者人口が高齢化することで国の政策が高齢者寄りになったり、消費市場が
高齢化することで人口が縮小していく子ども・若者向けの製品やサービスが劣化するなど、政
治面でも経済面でも若者や子育て世代が不利になるおそれがあります。すると少子化がさらに
進行してしまい、人口減少、高齢化がいっそう深刻化するという悪循環のしくみが働きます。
これまで社会を支えてきた民主主義や市場原理といった基本理念そのものが、この悪循環に加
担しているわけです。こうした社会の成り立ちの変質は、産業革命以来発展してきた現代文明
の行き詰まりと、新たなシステム再構築の必要性を示しています。

本演習では、今後世界のすべての人々、すべての活動に影響を与えるだろうこの歴史的社会
変動を題材としつつ、それらを科学的に把握し考察するための基本スキルや思考力を養います。
統計やデータサイエンスの基礎を学び、独自の問題意識の形成や、分析・考察、論文作成、討論、
口頭報告などに関する技術を習得します。これらは大学や卒業後の職場における学習活動の基
礎となるものです。
教科書・使用教材：

随時、資料を配付（Oh-o! MeijiシステムによるPDF、EXCEL形式等ファイルの配布）
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

人口、社会、未来に対する関心
成績評価方法：

学期末レポート 50％、演習への貢献度（出席、発言、発表等）50％

　
教員の研究分野…人口学、データ科学、ライフコース学、人類科学
募集人員…14 名以内
募集方法…�初回授業参加のこと。希望多数の際はアンケートによる選考。
政経教養セミナー投稿　　無
　

特任教授　金子　隆一　 金曜3時限（通年）
担当科目：経済学特殊講義
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演習テーマ：町づくりを考えてみよう
授業内容・授業到達目標：

人は互いに支えあって生きているという見地から自分と社会の関わりを考え、各自の将来の
フィールドで主体性を持ち能動的に提案・行動できるような姿勢を学びます。 日本のグロー
バル化に伴う合理化によって、日本の原風景とともに日本人の心が失われつつある今日、行政
や行政区画とは関係なく存在してきた伝統的歴史的文化や風習を守り、住みよい地域社会を実
現するためには何ができるかという問題を考えます。地域に根ざす風土は地域のアイデンティ
ティーとも言えますが、それは、伝統的・歴史的文化に裏打ちされた、地域を支える精神となっ
ていることが少なくありません。しかし、経済効果を優先した一極集中型の大都市の肥大化に
より、これらの地域は大都市に融合し、その一部としての機能を持つようになります。それ
は「発展」という言葉で包括されることですが、その地域の持つ美しい個性、伝統、地域の文
化に根ざした産業、町の美しい景観までもが失われ、人々の守り伝えてきた精神性も失われて
きたと言えるでしょう。これらはグローバリズムがもたらした悲劇です。この面に焦点を当て、
町づくりという観点から空間のデザイン、地域と地域住民を繋ぐ精神的アイデンティティー、
地域の求心力となるものの重要性を考え、自らが所属している地域や好きな街の特色、行政、
NPO活動などに目を向け発表してもらいます。そして理論から実際の現実へと目を向け、次世
代を築く責任が自らにもあるという姿勢を忘れずに前向きに日本の未来の社会のあり方を考え
ていきましょう。
教科書・使用教材：

必要に応じてプリントを配布します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

フィールドワークをするので、積極的に自ら考え、行動する学生を歓迎します。
成績評価方法：

演習への貢献度50％、発表25％、レポート25％

　
教員の研究分野…�18世紀におけるフライマウレライとヨハン・ヨアヒム・クリストフ・ボー

デ（具体的には、フライマウレライの中に、18 世紀におけるドイツ社会の
共和制や民主主義思想の萌芽、並びに社会を動かす原動力を見る）

募集人員…15名程度
募集方法…アンケートと面接によって選抜
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　有・2022年度　　有
　

兼任講師　野口　健　 金曜3時限（通年）
担当科目：ドイツ語
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演習テーマ：ベンチャー・中小企業経営研究
授業内容・授業到達目標：

ベンチャー・中小企業による産業の苗床機能の発揮が、先進諸国でも、発展途上国でも期待
されている。なぜなら、今日のホンダやソニーも、創業当初は小さな町工場からスタートして、
一大産業を築いたからである。また、経済のグローバル化、サービス化、AI/IoT化など、企業
を取り巻く経済環境は変化し続けている。従って、経済学を学ぶための前提条件として、①企
業活動に対する強い関心を持つ、②企業の経営実態を十分に観察する眼力を身につける必要が
ある。

そこで第1に、ベンチャー・中小企業の実態と今日の大企業が中小企業から大企業に成長・発
展してきたプロセスについて、文献、白書などを通じて研究し、その内容に関する研究発表を
行う。第2に、映像を用いて、経営者のコメントや企業活動の現場紹介から経営の実態を学び、
それに基づくレポート作成を行う。なお、ビジュアル教材の内容は、中小企業の連携・組織化
活動、ベンチャー・中小企業の経営者像、創業・新事業創造から大企業に至ったプロセスなど
とする。第3に、課外授業として、工場や物流センターなどの現場視察を行う。最後に、これら
一連の研究活動を通じて、各自、ベンチャー・中小企業を研究対象としたケーススタディによ
る論文を作成する。
教科書・使用教材：
『空洞化する都市型製造業集積の未来』森下　正著、同友館、2008年
『多様性と持続可能性の視点で考える中小企業論』安藤信雄著、同友館、2021年
『中小企業白書　2022年版』中小企業庁編、日経印刷、2022年

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
受講にあたり経済学の基礎知識として「マクロ・ミクロ経済学」を、テクノロジーの変遷に

関する知識として「歴史における科学」を、文章表現能力を養うために「国語表現」「日本文学」
を受講することをお勧めする。また、経済活動の実態に興味があり、無遅刻無欠勤の皆勤で最
後までやり抜く強い意志のある者の受講を望む。また、授業前の発表用資料の準備を怠らずに
実践してほしい。
成績評価方法：

論文作成40点＋課題レポート20点＋課題発表20点＋現地視察レポート20点＝100点
　
教員の研究分野…ベンチャー企業と中小企業経営の実証的研究

工業団地（サイエンスパーク）、産業集積地（産地・企業城下町など）、協同
組合に関する研究
中小企業の経営革新、新規事業創造、組織化に関する研究

募集人員…15名程度
募集方法…�筆記試験（ベンチャー・中小企業・地域産業に関する時事問題に関する作文）
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　森下　正　 金曜3時限（通年）
担当科目：中小企業論、専門演習
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演習テーマ：コミュニケーションと身体性
授業内容・授業到達目標：

ITが発展すればするほど、私たちの人間性は退化してはいないだろうか。インターネットの
普及により、自分の言葉や身振りで表す感情の役割を果たしているのが絵文字である。ただで
さえ、現代人は合理化された感情しか経験できなくなってきるが、そうやって絵文字に自分の
感情を任せてしまうことによって、自分の感情はおろか、他者の感情も理解が難しくなってい
るように思える。さらには、本来emotion（感情）とはmotion（動き、行動）を伴うものである
はずなのに、ヴァーチャルな媒介に気持ちを任せっぱなしにしてしまうと、感情を行動にうつ
すことができなくなってしまう。

これまでも演劇やパフォーマンスが他者理解として用いられてきたことから、この演習では、
創造したり演じたりすることで自分や他者の理解を深め、自分を取り巻く環境について身体を
とおして見つめ直すことを目的とする。授業はワークショップ形式で行う。まずはシアターゲー
ム、即興、身体を使ったエクササイズからはじめ受講者同士の緊張をほどき、安全な場作りを
試みる。次に、リラックスしつつ集中し想像力を高めていくような演劇的エクササイズへと進み、
徐々に創作のプロセスへと入っていく。創作のテーマは受講者とコンセンサスを得て決め、成
果は最終的に発表（非公開）という形で締め括りたい。
教科書・使用教材：

特になし。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

身体や感覚、想像力・創造力を使って学んでいくため、自分の身の回りで起こっていること、
自分の内で起こっていることに敏感になってほしい。また、授業中に提示された参考文献や参
考資料は必ず目を通すとともに、課題には情熱を持って取り組んでほしい。
成績評価方法：

授業への参加度（50%）、成果発表（50%）

　
教員の研究分野…スペイン語圏文学・演劇史
募集人員…10名
募集方法…�希望者が多い場合には、簡単なエッセイ及び面接で選考。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　仮屋　浩子　 月曜2時限（春学期）
担当科目：スペイン語、ヨーロッパ文化論、専門演習
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演習テーマ：社会科学スタディーズ入門
授業内容・授業到達目標：

この演習は、大学で社会科学を学ぶ際に必要な、読む力・書く力・話す力の基礎を身につけ
ることを目標とします。演習テーマが同一のものがいくつかあるので、内容を見て、自分に適
していると思われるものを履修してください。この演習では、主に心理学に関するテーマを扱
い、政治的・社会的な問題について心理学的観点から検討します。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。したがって、受動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求めら
れます。そのためには、まず、学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調
査し、考え、導き出した見解を、レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、
口頭で報告し、意見を交換し、討論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、心理学に関する基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論を
行います。また、各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読み方、
報告の仕方、レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、グルー
プワークを行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、３・４年次の専門演習
でより高度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

熱意をもって取り組んでください。出席と課題提出は必須です。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度50％　課題への取り組み50％

　
教員の研究分野…社会心理学、パーソナリティ心理学
募集人員…10 ～ 15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選
政経教養セミナー投稿　　無（今年度新規開講のため）　今年度は未定
　

専任講師　樋口　収　 火曜1時限（春学期）
担当科目：心理学概論、現代社会心理学、専門演習
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演習テーマ：社会科学スタディーズ入門
授業内容・授業到達目標：

この演習は、大学で社会科学を学ぶ際に必要な、読む力・書く力・話す力の基礎を身につけ
ることを目標とします。演習テーマが同一のものがいくつかあるので、内容を見て、自分に適
していると思われるものを履修してください。この演習では、主に心理学に関するテーマを扱い、
政治的・社会的な問題について心理学的観点から検討します。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。したがって、受動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求めら
れます。そのためには、まず、学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調
査し、考え、導き出した見解を、レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、
口頭で報告し、意見を交換し、討論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、心理学に関する基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論を
行います。また、各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読み方、
報告の仕方、レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、グルー
プワークを行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、３・４年次の専門演習
でより高度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

熱意をもって取り組んでください。出席と課題提出は必須です。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度50％　課題への取り組み50％

　
教員の研究分野…　社会心理学、パーソナリティ心理学
募集人員…10 ～ 15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選（樋口が担当する教養演習の未履修者を優先する）
政経教養セミナー投稿　　無（今年度新規開講のため）　今年度は未定
　

専任講師　樋口　収　 火曜1時限（秋学期）
担当科目：心理学概論、現代社会心理学、専門演習
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演習テーマ：『地域』を理解するために
授業内容・授業到達目標：
『地域』を研究対象とすることの意義やその射程について、下記の参考文献を含め様々なリファ

ランスに基づいて文献参加者の間で議論します。座学に疲れた時には教室を離れ、地域として
の和泉地区の＜歴史／地理的特異性＞について理解を深めことを主な目的とした、校舎周辺の
オフ・キャンパス活動も複数回行う予定でいます。過去には、キャンパス脇に通じている江戸
期以来の玉川上水水脈跡を辿ったり、洪積世由来の武蔵野台地崖にある湧水（跡）をホッピング
しながら神泉～渋＜谷＞まで至ったりもしました。さて今年、は・・・・？？
教科書・使用教材：

内山節（2005）「『里』という思想」新潮社
　（事前に買い揃える必要は当面ありません！）

受講希望者に対する希望・準備学習の内容：
山歩きや街さんぽ等々、アウトドア系の活動の好きな人が向いているかもしれません。勿論、

インドア派でも多分数回のオフ・キャンパス活動に参加可能な限りで全く構いませんが。いず
れにせよ所属学科は問いません。異なる学科や興味関心を持った人たちが集まった方が、議論
がより活発になるのではないかと考えています。
成績評価方法：

ゼミへの参加度（個別の発表や議論への参加を含む）60％、最終レポート40％

　
教員の研究分野…経済地理学、都市と地域の比較地誌学
募集人員…９名以内
募集方法…�上記募集人員を超えた場合には、選考を兼ねたエントリー・レポートを初回に課

す予定です。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　廣松　悟　 火曜2時限（春学期）
担当科目：地域分析法、経済地理学、専門演習
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演習テーマ：地域社会を考える意義と手法を学ぶ
授業内容・授業到達目標：

この演習は、地域について考え、学ぶ際に必要な考え方、読む力・書く力・話す力の基礎を
身につけることを目標とします。この演習では、主に政治学・行政学、そして地方自治の視点
から、地域について学ぶ意義を考えます。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。地域には、そこで暮らす住民の暮らしがあります。そして、そこには、さまざま
な課題があり、それを解決するための知恵が必要です。本ゼミでは、地域とは何かという基本
的な問いから始まり、議論しながら、地域についての知見を深めていきます。したがって、受
動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求められます。そのためには、まず、
学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調査し、考え、導き出した見解を、
レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、口頭で報告し、意見を交換し、討
論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、地域を学ぶための基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論
を行います。また、各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読
み方、報告の仕方、レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、
グループワークを行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、3・4年次の専門
演習でより高度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

担当教員の指導に従い、熱意をもって取り組んでください。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度70％　課題への取り組み30％

　
教員の研究分野…政治学・行政学・地方自治論
募集人員…15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は面接によって選考する。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　牛山　久仁彦　 水曜2時限（秋学期）
担当科目：自治体経営論、地方自治法、専門演習
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演習テーマ：人間経済への招待―文化人類学からのアプローチ
授業内容・授業到達目標：

私たちが経済と聞いて思い浮かべるのは、普通、財やサービスの売買と関わる事柄である。
いや、お金を稼いだり、使ったりすることが経済だという者もいるだろう。むしろ、そうした
活動が営まれる市場こそが経済だと主張する者もいるかもしれない。こうした経済像は過りで
はない。すくなくとも、この社会においては。

これに対して文化人類学は、この社会とは別の社会、たとえばアジアやアフリカの諸社会に
目を向けてきた。そこで明らかとなったのは、人類が売買を行わなくとも財やサービスのやり
とりを実現してきた事実である。たとえば対価をもとめない財やサービスの提供、すなわち「贈
与」を通じたやりとりである。贈与に見返りは期待されないが、贈与された者はなぜかもらいっ
ぱなしでは気が済まない。ゆえにお返しをする。お返ししきれない場合には、せめてもの「気
持ちの証し」を贈る。こうしたやりとりは、贈り手と受け手が相手との「人間関係」を大事に
するからこそ持続する。

バレンタインデーやホワイトデーを想起すれば分かるように、贈与はこの社会で現にいまも
営まれている。ただ、それを経済活動と認識する術がない。「人間経済」は、こうした見えない
経済活動を可視化するための概念である。

本演習では、文化人類学の文献の読解や映像作品の鑑賞を通じて、人間経済のあり方と可能
性について学ぶ。売買ではなく「贈与」、お金ではなく「気持ちの証し」、市場ではなく「人間
関係」によって動く経済のあり方を学ぶことで、社会や世界を捉える視野を広げることが本演
習の目標である。
教科書・使用教材：

授業ごとに指定する。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

事前に文献を読み、演習後にはコメントを課題として提出してもらう。
成績評価方法：

授業時の発言50％、授業後のコメント50％

　
教員の研究分野…文化人類学、アフリカ地域研究
募集人員…10名程度
募集方法…�面接、場合によっては抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　佐久間寛　 水曜2時限（春学期）
担当科目：フランス語、専門演習
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演習テーマ：社会科学スタディーズ入門
授業内容・授業到達目標：

この演習は、大学で社会科学を学ぶ際に必要な、読む力・書く力・話す力の基礎を身につけ
ることを目標とします。演習テーマが同一のものがいくつかあるので、内容を見て、自分に適
していると思われるものを履修してください。この演習では、歴史学（政治社会史）における、
主にジェンダー・セクシュアリティに関するテーマを扱います。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。したがって、受動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求めら
れます。そのためには、まず、学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調
査し、考え、導き出した見解を、レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、
口頭で報告し、意見を交換し、討論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、ドイツを中心とするヨーロッパ、アメリカ、日本のジェンダー・セクシュ
アリティに関する基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論を行います。また、
各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読み方、報告の仕方、
レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、グループワーク
を行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、３・４年次の専門演習でより高
度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

熱意をもって取り組んでください。出席と課題提出は必須です。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度50％　課題への取り組み50％

　
教員の研究分野…ドイツ近現代史（政治・社会・ジェンダー・セクシュアリティ）
募集人員…10 ～ 15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　水戸部　由枝　 水曜2時限（春学期）
担当科目：西洋政治史、専門演習
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演習テーマ：ブラメリカ（アメリカ合衆国探訪）
授業内容・授業到達目標：

アメリカを（バーチャルにですが）ブラブラします。ブラブラしながらアメリカの地理や歴史
について学びます。

授業の進め方として、最初の1、2回は、大学レベルでアメリカを学ぶのに必要な基本的事項
や今のアメリカが抱えている問題などについて、映像資料やドキュメンタリーをみたりしなが
らこちらから教授します。その後、受講者は各自が自ら問（とい）を立て、その答えを導いてく
れるアメリカの都市や地域を選び、それについてリサーチして発表します。そして、報告者が
中心となってそのテーマについてクラス全体で議論します。

問（とい）の例としては、「なぜディズニーランドは人を惹きつけ続けるのか？」、「なぜグラ
ンドキャニオンやイエローストーンの絶景は今も人を楽しませてくれるのか？」、「なぜニュー
ヨークは多様性豊かな世界経済の中心であり続けているのか？」「なぜLGBTQの人はサンフラ
ンシスコに集うのか？」など様々なものが考えられます。問は、できるかぎり「なぜ」で始ま
る形にして、一見当たり前に見えて、しかし発表が進むにつれて、その意外性や深さがあらわ
れてくるようなものが望ましいです。ただ、そういわれてもわかりにくいと思いますので、最
初の1、2回において、こちらが期待している発表像についても説明します。よい問にたどり着
くにはそれなりの学びが必要です。よい問を見つけることができれば、課題の半分は終わった
といえるほどです。

発表準備や人の発表を聞いて議論する過程で、アメリカに関する資料に親しむと共に、現代
アメリカ社会に対する理解も深めます。また、少人数によるゼミ形式の授業に慣れることも目
指します。

半期完結型として開講します。
教科書・使用教材：

初回（受講希望者が定員をこえた場合は二回目）の授業で紹介します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

アメリカを好きな人も嫌いな人も歓迎します。ただ、何の関心もない人は辛いと感じるかも
しれません。名前を呼ばれたら大きな声で「はい」と返事ができる人を優遇します。
成績評価方法：

演習への貢献度100％（授業時間内の発表50％、授業への参加50％）

　
教員の研究分野…アメリカ研究
募集人員…20名前後
募集方法…�受講希望者多数の場合は、初回授業において簡単なエッセイによって選抜します

ので、受講希望者は必ず初回に参加してください。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　廣部　泉　 水曜3時限（春学期）
担当科目：アメリカ文化論、英語Ⅰ、専門演習
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演習テーマ：グローバル・ヒストリー：近代初期（16-18世紀）を中心に
授業内容・授業到達目標：

私たちが生きる現代社会の基盤形成は1492年のアメリカの「発見」から始まった。この「発見」
からおよそ300年の期間（16-18世紀）は「近代初期」もしくは「近世」と呼ばれる。私たちの今
日の生活のあらゆる事柄が近代を前提として成立しており、その近代の先駆けが近代初期と呼
ばれる時代である。

私たちが生きる現代社会は近代の影響下にある。画一化された規格、構造、制度、組織といっ
たものを原型とし、これをあらゆる事柄にはめ込んでいく荒波のようなもの、これが近代である。
近代の前では、この時代が始まる遙か以前より存在してきた世界各地の文化は変容、解体、消
滅といった危機にさらされてきた。現代に生きる私たちは、近代という時代のおかげで自由や
平等といった価値を普遍的とみなしている。しかしその一方、近代が世界各地の文化を壊し続
けてきたことも事実である。

近代というコンセプトは、世界の諸地域の中でも、15世紀末のヨーロッパを母体として精緻
化されてきた。この時代のヨーロッパの政治、経済、社会、文化の諸側面を理解し、ヨーロッ
パがその域外に広く拡散させてきた近代の諸相の理解は、現代に生きる私たちが自明とする近
代を相対化するのに役立つ。

本演習では、こうした問題意識のもとで学生の発表やディスカッションを通じて、近代の意
味とその地球規模の余波について考察を深めていきたい。
教科書・使用教材：

J.H.エリオット『歴史ができるまで―トランスナショナル・ヒストリーの方法―』立石博高、
竹下和亮訳、岩波書店、2017年（9784000292023）。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

世界史やグローバル・ヒストリーに関心を持ち、普段からこれに関連する本を読んでいてほ
しい。
成績評価方法：

演習への貢献度（発表や質疑応答への参加など）20パーセント、アカデミック・エッセイ80
パーセント。

　
教員の研究分野…ラテンアメリカ史、キリスト教布教史
募集人員…10名程度
募集方法…�初回授業時の面談
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　武田　和久　 水曜5時限（秋学期）
担当科目：スペイン語、国際文化特殊講義
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演習テーマ：政治を測る
授業内容・授業到達目標：

実証政治学において鍵となるステップの一つは、理論的に重要とされる概念を現実社会で実
際に測定可能な指標に変換することである。例えば、民主主義、戦争、男女平等といった政治
学において中心となる概念は、直接観察することができない。よって、実証的な検討を行うには、
現実社会で観察できる要素（投票率、戦闘における犠牲者数、平均賃金の男女差など）を使って
概念を測定（したと主張）するしかない。われわれが、ニュース・学術論文を通して政治学の実
証的知見に触れるとき、その分析・議論は、抽象的な概念そのものではなく、具体的に測定さ
れた指標に依拠しているのである。

本演習では、政治学における様々な概念とそれらを巡る指標を紹介し、その有用性と限界に
ついて批判的に議論する。また、指標と概念のつながりを評価する上で注目するべき要素につ
いても学ぶ。もし指標が概念を適切に測っていなければ、たとえ分析は完璧でも、本当に答え
たい問いには答えられなくなってしまう。分析結果と、理論的な含意の間にズレが生じるから
である。一つの概念を測る指標は一つではないし、問いや目的によって適切な指標は変わり得る。
学生には、政治を測る上で完璧な指標などないことを理解し、実証的な知見を批判的に見つめ
る基本的な視座を身につけてほしい。

演習の各回では、１－２個の指標に関する資料を読み、その狙い、適切な使い方、限界など
について発表とディスカッションを行う。学期末には、３－４人のグループで任意の指標につ
いて検討し、その結果について発表をしてもらう。

紹介する概念・指標の例（予定）：政治知識、イデオロギー、アカウンタビリティ、経済状況、
幸福度、男女平等、戦争、政治参加、民主主義など
教科書・使用教材：

特に教科書はなし。紹介する指標の詳細に関する資料を適宜配布・共有する。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

本演習で議論する指標は主に数量化されているものだが、特に統計学・量的分析方法論に関
する事前知識は要求しない。ただ、数字と向き合うことに、ある程度抵抗がないことは期待する。
毎回のリーディングを講義前に読み、自分なりの応答を準備してくること。各回、生徒はディ
スカッションクエスチョンを講義前に共有する。また、担当になった生徒は指標に関する紹介
レジュメを準備してもらう。英語による資料を少なからず含むことになるので、英語での文献
購読・読解に意欲があることを求める。
成績評価方法：

演習への貢献度（出席、発言など）20％、演習への準備課題（ディスカッションクエスチョン、
指標紹介レジュメ）30%、グループ発表・レポート50%

　
教員の研究分野…実証・数理政治学（特に選挙、世論、民主主義）・政治学方法論
募集人員…10 ～ 15名
募集方法…�応募人数が想定人数を超えた場合は抽選とする。
政経教養セミナー投稿　　無
　

専任講師　加藤　言人　 木曜1時限（秋学期）
担当科目：政治過程論
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演習テーマ：別の視点からのアメリカ史
授業内容・授業到達目標：

この演習では、アメリカ合衆国の歴史を扱いますが、高校世界史の教科書や、マスメディア
などで前提されているような歴史像とは異なる視点からのアメリカ史を考えることをテーマに
しています。

伝統的なアメリカ史研究であれ、高校で学ぶ世界史の一部としてのアメリカ史であれ、テレ
ビの報道・教養番組、バラエティ番組がアメリカの話題を取り上げるときに前提とする歴史認
識であれ、インターネット上に多数存在する情報であれ、その多くは、白人男性、それも、エリー
トであり、異性愛者であり、シスジェンダー（出生時に与えられた性別と性自認が一致する人）
の白人男性こそがアメリカ人を代表する存在であるという仮定に立脚し、彼らの視点から認識
された歴史というものを「アメリカ史」であると仮定しています。

本演習では、その他の人びとの経験から見ればアメリカの歴史と現在はどう見えるのか、ど
う見るべきなのかを考えることを目標とします。この演習で使用するテキストは、アフリカ系、
つまり黒人と呼ばれる集団に属する女性がアメリカで歴史的にどんな経験をしてきたのか、彼
女たちはその経験を通じてどのような価値観を培い、何をアメリカに対して問うてきたのかを
学ぶ書です。

毎週、1章ずつテキストを読み、内容に関するディスカッションを行います。毎回報告者を
決め、報告者がその担当章の内容を要約してコメントします。これに基づいて、参加者全員で
議論し、理解を深め広げていきます。
教科書・使用教材：

ダイナ・ベリー＆カリ・グロス（兼子歩・坂下史子・土屋和代訳）『アメリカ黒人女性史（再解
釈のアメリカ史・１）』勁草書房、2022年。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

学期中に最低１回、口頭での報告を行う義務がある。
報告をしない回でも、報告者以外は全員、テキストの内容へのコメントをOh-o! Meijiに毎週

事前提出すること。
ディスカッションには積極的に参加すること。つまらない発言かもしれないと自分で判断し

て沈黙するより、発言と応答と通じて意義のある発言とは何かを学ぶことに価値があると考え
てほしい。
成績評価方法：

・報告　20％
・事前提出コメント　30％
・ディスカッションへの参加と貢献　50％

　
教員の研究分野…アメリカ社会文化史
募集人員…10名〜 15名程度
募集方法…�Oh-o! Meiji上で発表される簡単なアンケートを通じて選抜する。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　兼子　歩　 木曜1時限（春学期）
担当科目：英語Ⅰ、英語Ⅱ、ACE、アメリカ文化論・アメリカ地域論
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演習テーマ：「私（たち）」を再考するためのアメリカ史
授業内容・授業到達目標：

この演習はアメリカ合衆国の歴史を考えることをテーマにしていますが、さらにいえば、ア
メリカ史を学ぶことを、「私（たち）」のあり方を再考するためのきっかけとすることを目的とし
ています。私たちは自分（たち）やこの社会のあり方を「自然」で「当然」なものであり、それ
ゆえに「正しい」、あるいは、よいわけではないかもしれないが世の中はそのようなものである、
と仮定して日々を過ごしがちですが、見方を変えれば、私（たち）やこの社会のあり方は自然で
も必然でもなく、「正しく」もないかもしれません。

外国の歴史を学ぶことは、それを鏡とすることで自社会やその歴史を別の角度から理解し、
相対化し、因習的な常識の枠組みをずらしたり崩したりして新しい何かを見出すために有効で
す。日本ではアメリカについての情報は過多なのに、その歴史はあまり知られていません。こ
の演習でアメリカ史のさまざまな側面を学ぶことによって、今の「私（たち）」とその社会の「当
たり前」を疑い、新しい見方を知るための手がかりを得る経験をしてもらいたいと思います。

この演習ではテキストを読む回とテキストの内容に関連して独自の調査結果を報告する回を
交互におこないます。講読と調査・報告を通じて、テキストから得た知見を実際に日本社会や
日本の「私（たち）」のあり方を再考する機会にしていきます。
教科書・使用教材：

兼子歩・貴堂嘉之編『「ヘイト」に抗するアメリカ史─マジョリティを問い直す』彩流社、
2022年。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

受講者は学期中１回は報告する義務がある。
その回に報告しない受講者も、テキスト講読の回には事前にOh-o! Meiji上でテキストの内容

へのコメントを提出すること。
ディスカッションには積極的に参加すること。つまらない発言かもしれないと自分で判断し

て沈黙するより、発言と応答と通じて意義のある発言とは何かを学ぶことに価値があると考え
てほしい。
成績評価方法：

・報告　20%
・事前提出のコメント　30％
・ディスカッションへの参加と貢献　50％

　
教員の研究分野…アメリカ社会文化史
募集人員…10名〜 15名程度
募集方法…�Oh-o! Meiji上で発表される簡単なアンケートを通じて選抜する。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

准教授　兼子　歩　 木曜1時限（秋学期）
担当科目：英語Ⅰ、英語Ⅱ、ACE、アメリカ文化論・アメリカ地域論
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演習テーマ：《ダイバーシティ（多様性）を考える》
授業内容・授業到達目標：
「ダイバーシティ＆インクルージョン（多様性とその包摂）」は、国連の定める SDGs（持続可

能な開発目標）を実現するための重要な軸と多くの国々で位置付けられています。しかしながら、
日本では一般に同化圧力が強いとされ、ダイバーシティを認め受け入れる社会を実現するため
には、さまざまなレベルで自主的にこの問題に取り組むことが必要だと思われます。

この演習では、そもそもなぜ多様性が重要視されるのか、ダイバーシティ＆インクルージョ
ンを妨げる日常的な行動とはどのようなものか、この問題に取り組んでいる組織にどんなもの
があるのか、自分たちに何ができるのか、一緒に考えてゆきたいと思います。

学期末までに、自分なりの「ダイバーシティ＆インクルージョン」のための行動指針を持つ
ことをできるようになることを目標とします。
教科書・使用教材：

参考となる本を授業で紹介します
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

文化論概論を受講していることが望ましいですが、していなくても受け入れます。
演習は、参加学生の発表を中心に授業を組み立てます。自分（たち）に割り当てられたトピッ

クに主体的に取り組むこと：授業時間外でも、必要な情報をサーチしたり、インタビューの申
し込みをしたりすること、授業中のディスカッションに積極的に貢献することが必要になりま
す。
成績評価方法：

演習への積極的な貢献 50％ 　課題（発表など）の出来 50％

　
教員の研究分野…�文化論、中東研究（近年の研究テーマの一つは「イスラーム教徒とグローバ

ル化」）
募集人員…10名程度
募集方法…�初回のゼミに来てください
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無

投稿するかどうか一緒に話し合って決めます
　

教授　山岸　智子　 木曜5時限（春学期）
担当科目：文化論概論、国際地域研究基礎論、日本・アジア文化論、日本・アジア地域論
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演習テーマ：《イスラーム教徒の世界》
授業内容・授業到達目標：

日本では、イスラーム教徒の存在感が薄く、日本から遠い中東の危険な邪宗門であるかのよ
うに思われがちです。しかし世界規模で見ると、その信徒数はキリスト教に次いで多い（世界人
口の 20 ～ 25％いるといわれる）普遍宗教で、国境や人種を超えて多くの人々の生き方に影響を
与えています。

この演習では、イスラームの基本、イスラーム教徒の生活の多様性、宗教と社会のありかた、
などについて、一緒に調べ、議論やディベートを行いたいと思います。さまざまな条件があえば、
都内・東京近辺のモスクやイスラーム教徒の多い施設などでのフィールドワークも行う予定で
す。

日本におけるイスラームを含めた異文化理解を促進し、ダイバーシティ推進やグローバル化
に寄与するために基礎的な力を身に着けることが目標です。
教科書・使用教材：

ユペチカ・西森マリー作『サトコとナダ』（講談社）ほか
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

文化論概論、国際地域研究基礎論を受講していることが望ましいですが、していなくても受
け入れます。

演習は、参加学生の発表を中心に授業を組み立てます。自分（たち）に割り当てられたトピッ
クに主体的に取り組むこと：授業時間外でも、必要な情報をサーチしたり、機動的に動いてレポー
トしたりすることが必要になります。
成績評価方法：

演習への積極的な貢献 50％ 課題（発表など）の出来　50％

　
教員の研究分野…�文化論、中東研究（近年の研究テーマの一つは「イスラーム教徒とグローバ

ル化」）
募集人員…10名程度
募集方法…�初回のゼミに来てください
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無

投稿するかどうか一緒に話し合って決めます
　

教授　山岸　智子　 木曜5時限（春学期）
担当科目：文化論概論、国際地域研究基礎論、日本・アジア文化論、日本・アジア地域論
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演習テーマ：帝国論から中国と中国周辺部を考える
授業内容：

日本は島国であり、また西洋の近代国家をモデルとして来たため、広い地域と多民族を有す
る帝国様式の社会（中国）について、実は理解が足りないところがあります。さらに広い意味で
の中華圏だった朝鮮、ベトナム、日本、モンゴルなど中国の周辺部においても、漢字が使われ
ていたことなど、明らかに強く中国の影響を受けてきたわけですが、その歴史的意味が曖昧に
なりつつあります（ちなみに文化圏の発想では、台湾は中国に入ります）。本演習は、中国とそ
の周辺部（日本、朝鮮、モンゴル、ベトナム）の歴史とその文化的特色について、理論的なパー
スペクティブからアプローチすることになります。
授業の到達目標：

本演習では、中国が帝国の歴史を歩んだことを理解するために、国家や社会にかかわる思想
家では、ヘーゲルやマルクスなどの歴史観、地理観などにも触れ、初歩的な理解を深めます。
その上で、中国の帝国としての歴史、中国の周辺部にあった国々が生成して来る歴史の特色を
学んでいくことになります。個々の事象を網羅的に学ぶというよりも、それらを一挙に構造と
して捉えることになります。本演習を通じて、中国とその周辺部の歴史的生成のあり様とその
文化の特色に対する理解がより深まることになるでしょう。また最後には、中国や朝鮮、モン
ゴルとの比較において、日本がどういう国であるのかも、自ずと明らかになるでしょう。
教科書・使用教材：

柄谷行人『帝国の構造』（青土社　二〇一四年）
受講希望者に対する希望：

中国語を履修している方。とにかく読書が好きな方。
準備学習の内容：

教材を深く読み込むためにレジュメ（要約文）を作成すること。
成績評価方法：

授業に対する積極的な参加、積極的な発言（質疑応答）

　
教員の研究分野…中国、台湾、朝鮮半島、日本、沖縄の歴史と思想
募集人員…5名
募集方法…�初回の時に、東アジアの歴史と思想にかかわる簡単なテストをします。
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

教授　丸川　哲史　 金曜2時限（秋学期）
担当科目：中国語、日本・アジア地域論、専門演習
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演習テーマ：社会科学スタディーズ入門
授業内容・授業到達目標：

この演習は、大学で社会科学を学ぶ際に必要な、読む力・書く力・話す力の基礎を身につけ
ることを目標とします。演習テーマが同一のものがいくつかあるので、内容を見て、自分に適
していると思われるものを履修してください。この演習では、主に政治学に関するテーマを扱
い、現在、政治の世界で問題になっている話題を取り上げます。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。したがって、受動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求めら
れます。そのためには、まず、学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調
査し、考え、導き出した見解を、レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、
口頭で報告し、意見を交換し、討論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、政治学に関する基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論を
行います。また、各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読み方、
報告の仕方、レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、グ
ループワークを行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、３・４年次の専門
演習でより高度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

熱意をもって取り組んでください。出席と課題提出は必須です。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度50％　課題への取り組み50％

　
教員の研究分野…日本政治思想史、江戸時代の政治思想、言語研究と政治思想の関係
募集人員…10 ～ 15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　相原　耕作　 金曜5時限（春学期）
担当科目：日本政治思想史、日本政治文化論、専門演習
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演習テーマ：社会科学スタディーズ入門
授業内容・授業到達目標：

この演習は、大学で社会科学を学ぶ際に必要な、読む力・書く力・話す力の基礎を身につけ
ることを目標とします。演習テーマが同一のものがいくつかあるので、内容を見て、自分に適
していると思われるものを履修してください。この演習では、主に政治学に関するテーマを扱い、
政治的な問題について歴史的・思想的観点から検討します。

大学で学ぶ学問では、未解決の問題、いくつもの答えがありうる問題、答えのない問題に取
り組みます。したがって、受動的に正解を教わるだけでなく、自ら積極的に学ぶ姿勢が求めら
れます。そのためには、まず、学術的な文献を「読む力」が必要です。また、問いを立て、調
査し、考え、導き出した見解を、レポートや論文にまとめる「書く力」が必要です。さらに、
口頭で報告し、意見を交換し、討論するための「話す力」も必要です。

毎回の演習では、政治学に関する基礎的な文献を読み、レジュメを作成して報告し、討論を
行います。また、各自でテーマを設定して文献を調査し、レポートにまとめます。文献の読み方、
報告の仕方、レポートの書き方、調査の仕方などについて教員が丁寧に指導するとともに、グルー
プワークを行って学生同士で教えあい学びあいます。こうした活動は、３・４年次の専門演習
でより高度な学問に取り組み、卒業論文を作成するための基礎となるでしょう。
教科書・使用教材：

授業の際に指示します。
受講希望者に対する希望・準備学習の内容：

熱意をもって取り組んでください。出席と課題提出は必須です。
成績評価方法：

演習への参加・貢献度50％　課題への取り組み50％

　
教員の研究分野…日本政治思想史、江戸時代の政治思想、言語研究と政治思想の関係
募集人員…10 ～ 15名程度
募集方法…�希望者多数の場合は抽選
政経教養セミナー投稿　　2021年度　　無・2022年度　　無
　

専任講師　相原　耕作　 金曜5時限（秋学期）
担当科目：日本政治思想史、日本政治文化論、専門演習


